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〝
愛
妻
湯
の
町
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磯
部
温
泉

　
　
　
　恋
人
の
聖
地
認
定
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落
語
で
学
ぼ
う
成
年
後
見
制
度

日
時
・
会
場

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

安
中
市
松
井
田
文
化
会
館

　大
ホ
ー
ル

（
安
中
市
松
井
田
町
新
堀
5
3
0
）

日
程
・
内
容

午
後
0
時
30
分

　開
場

午
後
1
時
30
分

　開
会
・
挨
拶

午
後
1
時
40
分

　落
語
『
後
見
爺
さ
ん
』

　
　
　
　
　
　
　落
語
家

　桂

　ひ
な
太
郎

午
後
2
時
30
分

　座
談
会

午
後
3
時
30
分

　閉
会

申
込
み
期
間

申
込
み
・
問
合
せ

　

安
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

　安
中
本
所

（
☎
0
2
7

－

3
8
2

－

8
3
9
7
）

□本 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
1
1
8
9
・
1
1
9
3
）

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
に
対
し
、
後
見

人
な
ど
が
ご
本
人
の
代
わ
り
に
財
産
を
保
護
・
管
理
し
た
り
、
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
に

関
す
る
契
約
締
結
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　講
師
に
は
、
安
中
市
で
生
ま
れ
た
落
語
家 

桂

　ひ
な
太
郎
氏 

を
迎
え
、
成
年
後
見
落
語
『
後

見
爺
さ
ん
』
の
口
演
と
、
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
一
緒
に

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
1
日（
火
）〜
23
日（
水
）ま
で

11
月
7
日（
木
）

入場無料
落
語
家

　桂

　ひ
な
太
郎

（
安

　中

　市

　出

　身
）
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恋人の聖地とは…
　NPO地域活性化センター（静岡市）が

2006年から始めた事業で、プロポーズ

にふさわしいロマンチックな場所として

選定。全国で138ヵ所が認定されている

（8月24日現在）。

　
こ
の
度
、
〝
愛
妻
湯
の
町
〞
と
し
て
知
ら
れ
る
、
磯
部
温
泉
が
『
恋

人
の
聖
地
』
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
群
馬
県
内
で
は
２
例
目
と
な
り
、

温
泉
地
と
し
て
は
、
関
東
で
初
の
認
定
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
認
定
を
き
っ
か
け
に
、
磯
部
温
泉
の
魅
力
を
さ
ら
に
広
め
る

た
め
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
場
所
を
紹
介
し

ま
す
。
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愛
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認
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磯
部
温
泉

　
　
　恋
人
の
聖
地

　地
図

　磯部温泉会館の近くにある赤
城神社。かつては、多くの文人
が参詣していました。

1
　磯部のまちには「風のこみ
ち」という遊歩道があり、秋の
風を感じることができます。

磯部温泉が恋人の聖地に選ば
れた理由とは…

　磯部温泉は、「温泉記号発祥の地」
としても有名ですが、「愛妻湯の町」
としても知られています。昔から著名
人や文人に愛され、磯部温泉をこよな
く愛したNHK9代目会長の阿部真之助
（富岡市出身）の名言、「恐妻は愛妻の

いわれなり」が由来となっています。
また、磯部温泉の全景は愛妻橋から見
ることができ、JR磯部駅の敷地内に
は、恐妻碑があります。

　このような背景から、磯部温泉は、
県内では2例目、関東の温泉地では初
の恋人の聖地に認定されました。

5

　境内を進むと、4本の柱をつな
ぐロープに絹紐が結ばれている
「結び処」があります。

2
　「風のこみち」を進むと、「ISO-
base」と呼ばれるアートが見え
てきます。インスタ映えスポッ
トで写真を撮ってみては？

6

　専用の自動販売機で、日本の
約6～7割の生糸を製糸している
碓氷製糸株式会社の絹紐を購
入。

3

　2人で1本の絹紐をほどけない
ようにロープにしっかり結び、2
人の永遠の絆も結ばれます。

4

　たくさん歩いたら、無料で利
用できる足湯で疲れを癒しま
しょう。

7

なぜ恋人の聖地に？

▲愛妻橋から見る磯部温泉

▲恐妻碑

至 高崎至 軽井沢
国道18号

恵みの湯

〒

赤城神社
磯部温泉会館

鉱
泉
橋

国道18号

１
２

３

４

５６
７

JR磯部駅
至 横川 至 高崎
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○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
と
は

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
、
生
涯
に

わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育

の
重
要
性
や
、
幼
児
教
育
・
保
育
に
お
け
る

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
少
子

化
対
策
の
観
点
か
ら
、
10
月
1
日
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
、
３
歳
児
ク
ラ

ス
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ
ん
と
、
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
お
子
さ
ん
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
教
育
・
保
育
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
は
、
従
来
の
認
可
施
設（
保
育
所
・
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
）に
在
園
す
る
場
合
だ
け
で

な
く
、
認
可
外
保
育
施
設
や
預
か
り
保
育
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
も
、
一

定
の
条
件
の
も
と
上
限
額
の
範
囲
内
で
利
用

料（
保
育
料
）が
無
償
化
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
利
用
す
る
施
設
に
応
じ
て
発
生
す

る
給
食
費（
主
食
・
副
食
と
も
に
）、
行
事

費
、
通
園
送
迎
費
な
ど
は
、
利
用
料（
保
育

料
）と
は
異
な
る
実
費
負
担
部
分
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
護
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

幼
児
教
育
・
保
育
の

　
　
　
　
　無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

幼
児
教
育
・
保
育
の

　
　
　
　
　無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

子
ど
も
課
幼
児
教
育
保
育
係
（
☎
内
線
１
１
６
３
）

本

　
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
下
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
11
月
30
日
ま
で（
休
診
日
に
つ
い
て

は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診

票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
の
既
往
歴
に
服

用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
）。

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し
た

場
合
は
、
後
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
は
全
額

【
料
金
無
料
】
ま
だ
間
に
合
い
ま
す

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

【
料
金
無
料
】
ま
だ
間
に
合
い
ま
す

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

〜
市
内
の
医
療
機
関
に
て
個
別
健
診
実
施
中
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（11
月
末
ま
で
）

〜
市
内
の
医
療
機
関
に
て
個
別
健
診
実
施
中
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（11
月
末
ま
で
）

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

医療機関名（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科・内科クリニック
い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※

※
※
※

※
※
※
※
※
※
※
※

※

※
※

☎ 3 8 5 － 1 5 1 1
☎ 3 8 8 － 1 1 8 0
☎ 3 8 1 － 0 4 8 5
☎ 3 8 0 － 1 7 1 7
☎ 3 8 1 － 2 2 0 1
☎ 3 8 0 － 1 1 8 1
☎ 3 8 5 － 1 3 5 1
☎ 3 9 3 － 5 3 1 1
☎ 3 8 5 － 8 2 2 1
☎ 3 8 5 － 8 5 5 1
☎ 3 8 4 － 3 6 8 1
☎ 3 9 5 － 5 5 6 6
☎ 3 8 5 － 7 8 5 8
☎ 3 8 2 － 3 1 3 1
☎ 3 9 3 － 1 7 3 1  
☎ 3 9 3 － 1 0 0 5
☎ 3 8 5 － 6 0 3 1
☎ 3 9 3 － 1 3 2 4
☎ 3 8 1 － 0 2 2 9
☎ 3 8 2 － 1 2 5 5
☎ 3 9 3 － 1 3 0 1
☎ 3 8 4 － 1 1 2 6
☎ 3 8 2 － 2 5 1 0

50 音順

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

そ
の
他

◆
４
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
で
健

康
診
査
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
□本 

国

保
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者（
年
度

途
中
で
の
異
動
を
含
む
）は
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲対象者の人にこちらの封筒（緑色）が届いています

利

　用

幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
、

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援

利

　用

幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援

複
数
利
用

＋

幼
稚
園
、

保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園

就
学
前
の

障
害
児
の

発
達
支
援

複
数
利
用

＋

幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園

就
学
前
の

障
害
児
の

発
達
支
援

利

　用

認
可
外
保
育
施
設
、

一
時
預
か
り
事
業
な
ど

利

　用

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

３歳～５歳
〔保育の必要性の認定事由に該当する子ども〕

・共働き家庭
・シングルで働いている家庭　など

３歳～５歳
右記以外

・専業主婦（夫）家庭　など

※住民税非課税世帯については、0歳から2歳までについても上記と同様の考え方により無償化の対象と
なります（認可外保育施設の場合、月額42,000円まで無償）。
　（注１）上記に記載はありませんが、地域型保育も対象となります。また、企業主導型保育事業（標準的な

利用料）も対象となります。
（注２）幼稚園の預かり保育や認可外保育施設を利用している場合、無償化の対象となるためには、市か

ら「保育の必要性の認定」を受けることが必要です。

と
も
に
無
償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）

月
額
3
7
，
0
0
0
円
ま
で
無
償

と
も
に
無
償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）

無

　償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）

幼
稚
園
の
利
用
に
加
え
、

月
額
1
1
，
3
0
0
円
ま
で
無
償

無

　償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）
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○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
と
は

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
、
生
涯
に

わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育

の
重
要
性
や
、
幼
児
教
育
・
保
育
に
お
け
る

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
少
子

化
対
策
の
観
点
か
ら
、
10
月
1
日
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
、
３
歳
児
ク
ラ

ス
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ
ん
と
、
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
お
子
さ
ん
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
教
育
・
保
育
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
は
、
従
来
の
認
可
施
設（
保
育
所
・
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
）に
在
園
す
る
場
合
だ
け
で

な
く
、
認
可
外
保
育
施
設
や
預
か
り
保
育
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
も
、
一

定
の
条
件
の
も
と
上
限
額
の
範
囲
内
で
利
用

料（
保
育
料
）が
無
償
化
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
利
用
す
る
施
設
に
応
じ
て
発
生
す

る
給
食
費（
主
食
・
副
食
と
も
に
）、
行
事

費
、
通
園
送
迎
費
な
ど
は
、
利
用
料（
保
育

料
）と
は
異
な
る
実
費
負
担
部
分
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
護
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

幼
児
教
育
・
保
育
の

　
　
　
　
　無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

幼
児
教
育
・
保
育
の

　
　
　
　
　無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

子
ど
も
課
幼
児
教
育
保
育
係
（
☎
内
線
１
１
６
３
）

本

　
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
下
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
11
月
30
日
ま
で（
休
診
日
に
つ
い
て

は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診

票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
の
既
往
歴
に
服

用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
）。

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し
た

場
合
は
、
後
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
は
全
額

【
料
金
無
料
】
ま
だ
間
に
合
い
ま
す

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

【
料
金
無
料
】
ま
だ
間
に
合
い
ま
す

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

〜
市
内
の
医
療
機
関
に
て
個
別
健
診
実
施
中
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（11
月
末
ま
で
）

〜
市
内
の
医
療
機
関
に
て
個
別
健
診
実
施
中
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（11
月
末
ま
で
）

国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

医療機関名（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科・内科クリニック
い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※

※
※
※

※
※
※
※
※
※
※
※

※

※
※

☎ 3 8 5 － 1 5 1 1
☎ 3 8 8 － 1 1 8 0
☎ 3 8 1 － 0 4 8 5
☎ 3 8 0 － 1 7 1 7
☎ 3 8 1 － 2 2 0 1
☎ 3 8 0 － 1 1 8 1
☎ 3 8 5 － 1 3 5 1
☎ 3 9 3 － 5 3 1 1
☎ 3 8 5 － 8 2 2 1
☎ 3 8 5 － 8 5 5 1
☎ 3 8 4 － 3 6 8 1
☎ 3 9 5 － 5 5 6 6
☎ 3 8 5 － 7 8 5 8
☎ 3 8 2 － 3 1 3 1
☎ 3 9 3 － 1 7 3 1  
☎ 3 9 3 － 1 0 0 5
☎ 3 8 5 － 6 0 3 1
☎ 3 9 3 － 1 3 2 4
☎ 3 8 1 － 0 2 2 9
☎ 3 8 2 － 1 2 5 5
☎ 3 9 3 － 1 3 0 1
☎ 3 8 4 － 1 1 2 6
☎ 3 8 2 － 2 5 1 0

50 音順

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

そ
の
他

◆
４
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
で
健

康
診
査
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
□本 

国

保
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者（
年
度

途
中
で
の
異
動
を
含
む
）は
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲対象者の人にこちらの封筒（緑色）が届いています

利

　用

幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
、

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援

利

　用

幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援

複
数
利
用

＋

幼
稚
園
、

保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園

就
学
前
の

障
害
児
の

発
達
支
援

複
数
利
用

＋

幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園

就
学
前
の

障
害
児
の

発
達
支
援

利

　用

認
可
外
保
育
施
設
、

一
時
預
か
り
事
業
な
ど

利

　用

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

３歳～５歳
〔保育の必要性の認定事由に該当する子ども〕

・共働き家庭
・シングルで働いている家庭　など

３歳～５歳
右記以外

・専業主婦（夫）家庭　など

※住民税非課税世帯については、0歳から2歳までについても上記と同様の考え方により無償化の対象と
なります（認可外保育施設の場合、月額42,000円まで無償）。

　（注１）上記に記載はありませんが、地域型保育も対象となります。また、企業主導型保育事業（標準的な
利用料）も対象となります。

（注２）幼稚園の預かり保育や認可外保育施設を利用している場合、無償化の対象となるためには、市か
ら「保育の必要性の認定」を受けることが必要です。

と
も
に
無
償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）

月
額
3
7
，
0
0
0
円
ま
で
無
償

と
も
に
無
償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）

無

　償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）

幼
稚
園
の
利
用
に
加
え
、

月
額
1
1
，
3
0
0
円
ま
で
無
償

無

　償

（
幼
稚
園
は
月
額
2
5
，
7
0
0
円
ま
で
）
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い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
　
　
　
　
　お
過
ご
し
く
だ
さ
い

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
　
　
　
　
　お
過
ご
し
く
だ
さ
い

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１
５
１
）

松
介
護
高
齢
課
高
齢
者
対
策
係
（
☎
内
線
１
１
８
１
）

本

67

平
栁
　
マ
サ

野
﨑
　
君
江

白
石
　
ひ
で

黛
　
し
や
う

中
嶋
　
か
津
江

小
林
　
と

市
川
　

千
代

大
塚
　
春
江

内
田
　
正
子

浅
井
　
豊
子

鹿
沼
　
う
の

杉
田
　
ふ
じ

上
原
　
と
み

潮
　
武
雄

中
島
　
み
ね
子

髙
岡
　
富
子

真
庭
　
志
か

炭
田
　
ナ
カ

小
嶋
　
い
く

大
塚
　

久
江

中
島
　
ゆ
く

須
藤
　
芳
子

富
岡
　
静
代

鬼
方
　
た
か

齊
藤
　
亀
子

泉
　
静

工
藤
　
勇
子

堀
口
　
正
司

栗
原
　
た
け

佐
藤
　
か
つ

丸
山
　
の
ぶ

田
中
　
き
く
よ

佐
藤
　
ま
つ

野
殿

下
磯
部

野
殿

古
屋

下
後
閑

松
井
田
町
横
川

松
井
田
町
松
井
田

原
市

下
磯
部

板
鼻

原
市

安
中

松
井
田
町
北
野
牧

松
井
田
町
下
増
田

嶺松
井
田
町
松
井
田

松
井
田
町
坂
本

嶺東
上
秋
間

下
後
閑

嶺下
磯
部

安
中

嶺安
中

中
宿

松
井
田
町
原

松
井
田
町
土
塩

松
井
田
町
八
城

秋
間
み
の
り
が
丘

野
殿

鷺
宮

松
井
田
町
五
料

1
0
2

1
0
2

1
0
2

1
0
2

1
0
2

1
0
2

1
0
2

1
0
2

1
0
2

1
0
1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

　名

　前

小
金
澤
　
と
も

栁
澤
　
つ
る

田
中
　
ト
ヨ

大
島
　
律
子

白
井
　
萬
里
子

半
田
　
み
づ
江

山
田
　
か
め

飯
野
　
す
み
江

猿
谷
　
あ
い
子

原
　
ひ
さ
え

佐
藤
　
愛
子

花
形
　
ふ
ぢ
き

太
田
　
綾
子

保
坂
　
ち
せ

小
林
　
ヤ
エ

榎
坂
　
よ

上
原
　
ハ
ル
ヱ

今
井
　
ヱ
イ

白
石
　
シ
ホ
子

吉
田
　
す
ゑ

　
　地

　区

中
宿

中
宿

郷
原

松
井
田
町
五
料

松
井
田
町
横
川

嶺嶺松
井
田
町
高
梨
子

松
井
田
町
高
梨
子

嶺松
井
田
町
八
城

安
中

磯
部

松
井
田
町
新
堀

松
井
田
町
下
増
田

松
井
田
町
高
梨
子

松
井
田
町
上
増
田

松
井
田
町
下
増
田

松
井
田
町
二
軒
在
家

松
井
田
町
高
梨
子

年

　齢

1
1
0

1
0
8

1
0
7

1
0
7

1
0
6

1
0
5

1
0
5

1
0
4

1
0
4

1
0
4

1
0
3

1
0
3

1
0
3

1
0
3

1
0
3

1
0
3

1
0
3

1
0
2

1
0
2

1
0
2

【
助
成
対
象
と
な
る
人
】

①
接
種
日
時
点
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
人

②
接
種
日
時
点
に
お
い
て
60
〜
64
歳
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
な
ど
に
一
定
の
障
害

を
有
す
る
人

【
接
種
回
数
】
　
　
１
回

【
個
人
負
担
額
】
　
1
，
２
0
0
円

　
生
活
保
護
世
帯
や
中
国
残
留
邦
人
の
支
援

な
ど
を
受
け
て
い
る
人
は
無
料
に
な
り
ま
す

の
で
、
接
種
を
受
け
る
前
に
□本 

健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
の
際
に
は
、
印
鑑
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

【
接
種
の
方
法
に
つ
い
て
】

　
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
医
療
機
関
へ
行

き
、
予
防
接
種
を
受
け
て
自
己
負
担
金
1
，

２
0
0
円
を
医
療
機
関
へ
お
支
払
い
く
だ
さ

い（
下
記
の
市
内
各
医
療
機
関
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
予
診
票
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
）。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
安
中
市
用
の
予
診
票
を
□本 
健
康
づ

く
り
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
で
受
け
取

り
、
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
持
参
し
て
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
で
事
前
に
用
意
で
き

な
い
人
は
、
市
外
の
接
種
医
療
機
関
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
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者
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〜
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健
康
づ
く
り
課
予
防
係
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☎
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線
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７
２
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本

インフルエンザ予防接種が受けられる市内医療機関

※印の医療機関は事前に予約が必要です

　 医 療 機 関 名 　

ア ミ ヤ 医 院

あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所

有 坂 内 科 医 院

いのうえ整形外科・内科クリニック

い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク

浦 野 整 形 外 科 医 院

大 貫 ク リ ニ ッ ク

お に か た 医 院

く ろ さ わ 医 院

公 立 碓 氷 病 院

櫻 井 内 科 医 院

さ る や 内 科 医 院

清 水 耳 鼻 咽 喉 科 医 院

※

※

※

※

※

※

※

※

※

　電話番号

☎385－1511

☎388－1180

☎381－0485

☎380－1717

☎381－2201

☎385－8810

☎380－1181

☎385－1351

☎393－5311

☎385－8221

☎385－8551

☎384－3681

☎381－0360

　 医 療 機 関 名 　

正 田 病 院

城 田 医 院

須 藤 病 院

田 口 医 院

武 井 内 科 循 環 器 科

永 山 医 院

半 田 内 科 医 院

藤 巻 医 院

堀 口 医 院

本 多 病 院

松 井 田 病 院

み や ぐ ち 医 院

も て き 内 科 医 院

※

※

※

※

※

※

※

　電話番号

☎382－1123

☎385－7858

☎382－3131

☎393－1731

☎393－1005

☎381－0314

☎385－6031

☎393－1324

☎381－0229

☎382－1255

☎393－1301

☎384－1126

☎382－2510

藤

（50音順）

　
多
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
、
長

寿
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
末
で
満
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
は
、
9
月
5
日
現
在
で
男
性
が
６
人
、

女
性
が
75
人
の
合
計
81
人
で
す
。

　
今
年
度
、
満
１
０
０
歳
に
到
達
さ
れ
る
人
お
よ
び
1
0
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略
、
年
齢
は
令
和
２
年
３
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、
生
年
月
日
順
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。

※
表
に
は
氏
名
の
公
表
に
同
意
し
て
い
た
だ
い
た
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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①
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時
点
に
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て
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以
上
の
人

②
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点
に
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て
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歳
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
な
ど
に
一
定
の
障
害

を
有
す
る
人

【
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個
人
負
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，
２
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生
活
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世
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や
中
国
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邦
人
の
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ど
を
受
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人
は
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に
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ま
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で
、
接
種
を
受
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前
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健
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づ
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課
ま
た
は
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住
民
福
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課
で
申
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し
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く
だ
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申
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の
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に
は
、
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が
必
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す
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行
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を
受
け
て
自
己
負
担
金
1
，

２
0
0
円
を
医
療
機
関
へ
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下
記
の
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医
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に
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、
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ら
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が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
）。
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外
の
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療
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関
で
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を
希
望
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る
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は
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安
中
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用
の
予
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と
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に
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を
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や
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得
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事
情
で
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前
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用
意
で
き
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本

インフルエンザ予防接種が受けられる市内医療機関

※印の医療機関は事前に予約が必要です

　 医 療 機 関 名 　

ア ミ ヤ 医 院

あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所

有 坂 内 科 医 院

いのうえ整形外科・内科クリニック

い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク

浦 野 整 形 外 科 医 院

大 貫 ク リ ニ ッ ク

お に か た 医 院

く ろ さ わ 医 院

公 立 碓 氷 病 院

櫻 井 内 科 医 院

さ る や 内 科 医 院

清 水 耳 鼻 咽 喉 科 医 院
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正 田 病 院

城 田 医 院

須 藤 病 院

田 口 医 院

武 井 内 科 循 環 器 科

永 山 医 院

半 田 内 科 医 院

藤 巻 医 院

堀 口 医 院

本 多 病 院

松 井 田 病 院

み や ぐ ち 医 院

も て き 内 科 医 院
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☎381－0229
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多
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に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
、
長

寿
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
末
で
満
１
０
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歳
以
上
の
皆
さ
ん
は
、
9
月
5
日
現
在
で
男
性
が
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人
、

女
性
が
75
人
の
合
計
81
人
で
す
。

　
今
年
度
、
満
１
０
０
歳
に
到
達
さ
れ
る
人
お
よ
び
1
0
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略
、
年
齢
は
令
和
２
年
３
月
31
日
を
基
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日
と
し
て
、
生
年
月
日
順
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
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表
に
は
氏
名
の
公
表
に
同
意
し
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い
た
だ
い
た
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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zoom up

8月14日（水）から16日（金）に磯部温泉祭りが行われまし
た。1日目に行われた鮎のつかみ取りでは子どもたちが
元気に鮎を追いかけ、2日目に行われた花火大会では約
3,000発の花火が豪華に夜空を彩りました。3日目には灯
籠流しと仕掛け花火が行われ、今年も多くの観客で賑わ
いました。

第69回磯部温泉まつり8
14

月

日

7
26

月

日

7
23

月

日

8
2

月

日

公立碓氷病院にて群馬県看護協会主催の高校生ふれあい
看護体験が行われ19人が参加しました。参加した高校生
からは、「病院内では、たくさんの職種が係わっていて
チーム医療の大切さを感じ、改めて医療関係の仕事に就
きたいと思いました。」など、充実した感想が聞かれま
した。一人でも多くの高校生が看護の道に進み、看護さ
れる日を心待ちにしています。

高校生ふれあい
看護体験

児童・生徒の通学路の安全を確保するため、学校関係者
と関係機関（警察・道路管理者）などが連携して、平成26
年度から毎年通学路の合同点検を実施しています。今年
は、7月23日から8月6日の間、学校が抽出した危険箇所
38箇所について合同点検を実施しました。

通学路の合同点検

群馬県社会保険労務士会高崎支部と「災害時における被
災者支援等の協力に関する協定」を締結しました。この
協定により、災害時には被災者の年金や社会保険、失業
保険や雇用保険などの各種手続きに関して、社会保険労
務士による相談業務を無償で行ってもらうことができます。

災害時における被災者支援等の
協力に関する協定を締結しました

8
9

月

日

子育てセミナーに参加している赤ちゃんと保護者の協力
により思春期ふれあい体験が松井田保健センターにて開
催されました。参加した市内の中学生は、離乳食を食べ
させたり赤ちゃんを抱っこしてあやしたりしてふれあい
ました。

赤ちゃんと
ふれ合いました

8
26

月

日

富岡静代さん（安中）が100歳の誕生日をむかえられ、お
祝いの品が手渡されました。これからも元気にお過ごし
ください。

１００歳
おめでとうございます

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課予防係（☎内線1172）次号は11月1日号に「糖尿病」の掲載を予定しています本

50歳以上が特にかかりやすいがん。初期は自覚症
状もなく自分では気づきにくいがん
です。早期発見すれば内視鏡手術で
済むこともあります。
検診内容　バリウムによるX線検査

がんは日本人の死因の第1位であり、今や2人に1人ががんにかかります。市ではがん検診を個別検診で1月まで実
施しています。定期的にがん検診を受け、早期発見、早期治療しましょう。

胃がん検診（40歳以上）

１．がん　いっておこう　年1回の  「がん検診」

近年、日本人女性の11人に1人がかかるといわれて
いるがん。自己触診では見つからない
ケースもあるので、早期発見のためには
マンモグラフィによる検査が大切です。
早期発見で約99%が治ります。
検診内容　マンモグラフィ検査　視触診

乳がん検診（40歳以上）

たばこは健康面で悪影響を及ぼすばかりでなく、「依存性」も併せ持つのでいざ禁煙しようと思っても意外と難
しいものです。まずは禁煙したいという気持ちが大切です。たばことの生活をもう一度見直して見ませんか。

２．喫煙　うごきだそう　禁煙のための　第一歩

40～50代がかかりやすいがん。検診は、2日間の
便検査。早期発見なら内視鏡手術で
の治療も可能です。初期のうち自覚
症状がないので、毎年１回の検診が
大切です。
検診内容　便検査

大腸がん検診（40歳以上）
HPVというウィルスの感染が関連するもので20～
30代の女性に多いがんです。
検診内容　細胞診、内診

子宮頸がん検診（20歳以上）

男性に多いがん。胸部X線検査のほか、喫煙者は
喀痰細胞診も有効です。男性では喫煙者
は非喫煙者の4倍以上肺がんになりやすい
ですが、たばこを吸わなくても肺がんに
はなります。
検診内容　胸部X線検査・喀痰細胞診検査

肺がん検診（40歳以上）

　受動喫煙とは、たばこを吸わない人が他人のたばこの煙を吸わされることをいいます。
　喫煙者本人が吸う煙（主流煙）に比べて受動喫煙の煙（副流煙）の方が何倍もの有害物質を含んでおり、非喫
煙者に対して様々な健康影響を与えます。
※望まない受動喫煙の防止を目的とする改正健康増進法が、2018年7月に成立しました。
　この改正法により、2019年7月1日から学校・病院・行政機関などは敷地内禁煙となりました。2020年4
月1日からオフィス・事業所・飲食店など、多くの人が利用する全ての施設において、原則屋内禁煙となり
ます。

なくそう！望まない受動喫煙

受診することで病気かどうかがわかり、早い段階で
治療を始めることができます。がんの場合、早期に
発見、治療するほど治癒率が高くなります。
また、要精密検査だからといって必ずしも異常があ
るわけではありません。迷わず早めに受診しましょう。

検診で「精密検査が必要」となったら、
迷わず検査を受けましょう。

かくたん
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7
26

月

日

7
23

月

日

8
2

月

日

公立碓氷病院にて群馬県看護協会主催の高校生ふれあい
看護体験が行われ19人が参加しました。参加した高校生
からは、「病院内では、たくさんの職種が係わっていて
チーム医療の大切さを感じ、改めて医療関係の仕事に就
きたいと思いました。」など、充実した感想が聞かれま
した。一人でも多くの高校生が看護の道に進み、看護さ
れる日を心待ちにしています。

高校生ふれあい
看護体験

児童・生徒の通学路の安全を確保するため、学校関係者
と関係機関（警察・道路管理者）などが連携して、平成26
年度から毎年通学路の合同点検を実施しています。今年
は、7月23日から8月6日の間、学校が抽出した危険箇所
38箇所について合同点検を実施しました。

通学路の合同点検

群馬県社会保険労務士会高崎支部と「災害時における被
災者支援等の協力に関する協定」を締結しました。この
協定により、災害時には被災者の年金や社会保険、失業
保険や雇用保険などの各種手続きに関して、社会保険労
務士による相談業務を無償で行ってもらうことができます。

災害時における被災者支援等の
協力に関する協定を締結しました

8
9

月

日

子育てセミナーに参加している赤ちゃんと保護者の協力
により思春期ふれあい体験が松井田保健センターにて開
催されました。参加した市内の中学生は、離乳食を食べ
させたり赤ちゃんを抱っこしてあやしたりしてふれあい
ました。

赤ちゃんと
ふれ合いました

8
26

月

日

富岡静代さん（安中）が100歳の誕生日をむかえられ、お
祝いの品が手渡されました。これからも元気にお過ごし
ください。

１００歳
おめでとうございます

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課予防係（☎内線1172）次号は11月1日号に「糖尿病」の掲載を予定しています本

50歳以上が特にかかりやすいがん。初期は自覚症
状もなく自分では気づきにくいがん
です。早期発見すれば内視鏡手術で
済むこともあります。
検診内容　バリウムによるX線検査

がんは日本人の死因の第1位であり、今や2人に1人ががんにかかります。市ではがん検診を個別検診で1月まで実
施しています。定期的にがん検診を受け、早期発見、早期治療しましょう。

胃がん検診（40歳以上）

１．がん　いっておこう　年1回の  「がん検診」

近年、日本人女性の11人に1人がかかるといわれて
いるがん。自己触診では見つからない
ケースもあるので、早期発見のためには
マンモグラフィによる検査が大切です。
早期発見で約99%が治ります。
検診内容　マンモグラフィ検査　視触診

乳がん検診（40歳以上）

たばこは健康面で悪影響を及ぼすばかりでなく、「依存性」も併せ持つのでいざ禁煙しようと思っても意外と難
しいものです。まずは禁煙したいという気持ちが大切です。たばことの生活をもう一度見直して見ませんか。

２．喫煙　うごきだそう　禁煙のための　第一歩

40～50代がかかりやすいがん。検診は、2日間の
便検査。早期発見なら内視鏡手術で
の治療も可能です。初期のうち自覚
症状がないので、毎年１回の検診が
大切です。
検診内容　便検査

大腸がん検診（40歳以上）
HPVというウィルスの感染が関連するもので20～
30代の女性に多いがんです。
検診内容　細胞診、内診

子宮頸がん検診（20歳以上）

男性に多いがん。胸部X線検査のほか、喫煙者は
喀痰細胞診も有効です。男性では喫煙者
は非喫煙者の4倍以上肺がんになりやすい
ですが、たばこを吸わなくても肺がんに
はなります。
検診内容　胸部X線検査・喀痰細胞診検査

肺がん検診（40歳以上）

　受動喫煙とは、たばこを吸わない人が他人のたばこの煙を吸わされることをいいます。
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※望まない受動喫煙の防止を目的とする改正健康増進法が、2018年7月に成立しました。
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男
性
に
は
男
性
の
、
女
性
に
は
女
性
の
個
性
が

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
互
い
の

個
性
を
認
め
る
こ
と
で
、
男
女
平
等
な
社
会
が
つ

く
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
今
も
昔
も
お

互
い
の
個
性
が
認
め
ら
れ
ず
男
女
差
別
は
な
く

な
っ
て
い
な
い
。

　
日
本
で
も
百
数
十
年
前
ま
で
は
、
男
女
差
別
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で

最
も
有
名
な
も
の
は
、
女
性
に
は
選
挙
権
が
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
選
挙
が
始
ま
っ
た
明
治
時
代
以

降
、
日
本
国
憲
法
の
発
布
に
至
る
ま
で
、
女
性
に

選
挙
権
は
一
切
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
時
代
、

男
性
が
権
力
を
握
っ
て
い
て
、
女
性
の
立
場
が
弱

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
世
界
を
見
て

み
る
と
イ
ン
ド
で
は
、
女
児
よ
り
も
男
児
が
望
ま

れ
て
い
る
た
め
、
妊
娠
中
に
女
児
と
判
明
し
た
時

点
で
人
工
中
絶
を
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
や
は
り
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
に

女
性
の
立
場
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
女
性
が
弱
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
男
女
平
等
の
社
会
に
な
ら
な
い
の
か
、
私
は

長
い
間
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
私
は
、
そ

の
答
え
を
友
人
の
あ
る
言
葉
か
ら
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
友
人
は
そ
の
言
葉
を
、
重
い
荷
物
を

持
っ
て
い
た
と
き
に
私
に
言
っ
て
き
た
。
そ
の
友

人
は
、
「
ど
う
し
て
男
子
だ
け
重
い
荷
物
を
持
た

さ
れ
て
、
女
子
は
何
も
し
て
い
な
い
ん
だ
よ
。
こ

ん
な
の
男
女
差
別
だ
よ
。
」

と
私
に
言
っ
て
き
た
。
確
か
に
男
子
だ
け
大
変
な

仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
、
男
女
差
別
だ
と
思
っ
て
い

る
人
も
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ
が
男

女
差
別
に
あ
て
は
ま
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
私
は
こ
れ
を
男
女
差
別
で
は
な
く
、
男

女
お
互
い
の
個
性
を
活
か
す
と
い
う
も
の
に
と
ら

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
男
性
は
力
が
あ
る
、
一

方
で
女
性
は
細
か
い
作
業
が
得
意
で
あ
る
と
い
う

個
性
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
す
こ
と

で
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
出
る
の
だ
と
思

う
。
男
性
・
女
性
と
も
に
同
じ
人
間
で
は
あ
る

が
、
性
別
が
違
え
ば
考
え
方
や
価
値
観
も
違
う
。

し
か
し
、
男
女
ど
ち
ら
が
権
力
が
あ
る
、
ど
ち
ら

が
立
場
が
上
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
お
互
い
の
個

性
を
活
か
す
こ
と
で
、
男
女
平
等
の
社
会
に
な
る

の
だ
。

　
最
近
、
相
撲
の
土
俵
で
意
識
を
失
っ
た
人
を
助

け
に
行
っ
た
女
性
が
、
土
俵
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
で

き
事
に
対
し
、
歴
史
あ
る
仕
来
り
を
守
る
こ
と
も

大
切
だ
が
、
仕
来
り
に
縛
ら
れ
過
ぎ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
感
想
を
持
っ
た
。
私
は
、
男
女
差
別
を

な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
男
性
と
女
性
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
活
か
し
、
「
男
女
差
別
」
と
「
個
性

を
活
か
す
こ
と
」
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
男
女
差
別
に
つ

い
て
関
心
が
高
ま
り
、
男
女
差
別
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
考
え
る
。
ま
だ
ま
だ
世

界
で
見
れ
ば
男
女
差
別
は
少
な
く
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
世
界
の
差
別
を
な
く
す
た
め
に
も
、
私
た
ち

日
本
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ

と
私
は
思
う
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
２
０
２
４
年
以
降
、
固
定
電
話
の
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行

に
伴
い
電
話
会
社
内
の
設
備
の
切
り
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

☆
こ
の
設
備
切
替
に
便
乗
し
、
固
定
電
話
や
固
定
電
話
の
番
号
が
使
え
な

く
な
る
、
と
い
っ
た
勧
誘
文
句
で
営
業
を
す
る
業
者
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

☆
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
も
現
在
使
用
中
の
電
話
機
や
電
話
番
号
は
そ
の
ま

ま
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
備
切
替
に
伴
う
手
続
き
や
工
事
も
不
要

で
す
。

☆
よ
く
わ
か
ら
な
け
れ
ば
そ
の
場
で
返
事
は
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

☆
不
審
に
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
次
の
問
合
せ
先
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
】（
☎
０
１
２
０

－

８
１
５

－

５
１
１
）

　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
大
手
電
話
会
社
の
子
会
社
を
名
乗
る
事
業
者

か
ら
、
「
２
０
２
０
年
以
降
ア
ナ
ロ
グ
回
線
が

廃
止
さ
れ
る
。
今
の
電
話
が
使
え
な
く
な
る
の

で
光
回
線
に
切
り
替
え
な
い
か
」
と
電
話
が
き

た
。
不
審
に
思
い
断
っ
た
が
、
こ
の
会
社
の

言
っ
て
い
る
こ
と
は
本
当
な
の
か
。

固
定
電
話
が
使
え
な
く
な
る
？

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
便
乗
し
た
勧
誘
に
注
意

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
入
賞
】

お
互
い
の
個
性
を
認
め
る
こ
と

　
　
　
　
　第
二
中
学
校
三
年

　大
瀧

　晴
登

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

第14回「あんなか市民フェスティバル」

前期

※マーチングパレード実施時の交通規制などについては15ページをご覧ください。
※行事内容などは、変更になる場合がありますので、詳細はチラシをご覧ください。

　　10月15日（火）
八城人形浄瑠璃
城若座定期公演
　　　　　  13:00～
(八城西住民センター)

　10月17日（木）
小学生マーチング
パレード
(松井田地域小学校
が参加)
　　  14:15～15:05

　　　　10月19日（土）
作品展・学習展　9:00～16:00
公開将棋大会　　9:00～11:30
公開囲碁対局  　13:00～16:00
こうめちゃんとふれあい
バルーンアート  10:00～15:00
文化会館スタンプラリー
　　　　　　　  10:00～15:00

（高校生以下対象・無料）
音楽祭　　　13:00開演

後期

　　　　10月26日（土）
作品展・学習展　  　9:00～16:00
こども広場　　　　10:00～14:00

（こども福引大会・模擬店）
親子いけばな体験　13:00～

（先着20組・無料・要事前申込）
男のいけばな体験　14:00～

（先着10人・無料・要事前申込）
芸能祭一部　　　　13:30開演

　　　　　　10月27日（日）
作品展・学習展　　　　　  9:00～16:00
紅葉の茶会　　　　　　　10:00～15:00
こうめちゃんとふれあい
紙ヒコーキとばし　　　　13:30～
体験コーナー　　　　　　13:30～
飾り寿司（先着15人／参加費300円（1本））
ラムネ作り（無料）
芸能祭二部　　　　　　　13:00開演

第31回 碓氷のつどい　　　場所▶松井田文化会館　ほか　　問合せ▶松井田公民館（☎393－4401）

第43回　市民展
○芸能協会発表大会　　　
日　時▶10月27日（日）　開場：午後0時30分
　　　　　　　　　　　 開演：午後1時（入場無料）
会　場▶安中市文化センター　ホール
主　催▶安中市市民展実行委員会
後　援▶安中市教育委員会
問合せ▶□松 生涯学習課(☎内線2245)

第29回童謡フェスティバル

　　　10月20日（日）
作品展・学習展
　　　　　　  9:00～16:00
よみきかせ
　　①10:30～　②11:10～
国際交流の集い
　　　　　　10:30～15:30
舞踊祭　　　11:00開演

日　時▶11月3日（日・祝）
　　　　午後1時30分～（開場：午後1時）
会　場▶安中市文化センター　ホール
入場料▶無料（ただし、入場整理券が必要。整理
券は安中市文化センター・松井田文化会館・各公
民館、生涯学習センターにおいて10月4日（金）か
ら配布）
演奏団体▶スイートピー’05、コール・バウム、
安中市少年少女合唱団、安中二葉幼稚園コーラ
ス、ハッピーコーラス・峠、コーラスまついだ、
富岡コール、コールうすい、こーろ・Putit・
Berry、安中市民合唱団、安中草笛合唱団、磯部
ハーモニズ・ドルチェ、まるべりぃ　　　
　お誘いあわせのうえ、コーラスグループの生演
奏をぜひお聴きください。
問合せ▶□松 生涯学習課 社会教育係（☎内線2241）

令和元年度　人権教育映画会｢わが母の記｣
日　時▶11月1日（金）
　　　　開場：午後1時
　　　　開演：午後1時30分（上映時間118分）
場　所▶松井田文化会館　大ホール
入場料▶無料（先着400人）
　　　　※希望者は直接会場へお越しください。
作家・井上靖が自身と家族
との実話をベースにつづっ
た自伝的小説を役所広司主
演で映画化した家族ドラ
マ。幼少期の出来事により
母親との間に大きな溝を抱
える中年作家と、年老いて
記憶もあいまいな母親との関係を中心に、家族の深い絆
が描かれています。母親役の樹木希林、主人公の娘役の
宮崎あおいなど、実力派の共演が物語を盛りたてます。

生涯学習だより
安中市教育委員会 No.160
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安
中
市
消
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ン
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女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第103回

　
男
性
に
は
男
性
の
、
女
性
に
は
女
性
の
個
性
が

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
互
い
の

個
性
を
認
め
る
こ
と
で
、
男
女
平
等
な
社
会
が
つ

く
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
今
も
昔
も
お

互
い
の
個
性
が
認
め
ら
れ
ず
男
女
差
別
は
な
く

な
っ
て
い
な
い
。

　
日
本
で
も
百
数
十
年
前
ま
で
は
、
男
女
差
別
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で

最
も
有
名
な
も
の
は
、
女
性
に
は
選
挙
権
が
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
選
挙
が
始
ま
っ
た
明
治
時
代
以

降
、
日
本
国
憲
法
の
発
布
に
至
る
ま
で
、
女
性
に

選
挙
権
は
一
切
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
時
代
、

男
性
が
権
力
を
握
っ
て
い
て
、
女
性
の
立
場
が
弱

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
世
界
を
見
て

み
る
と
イ
ン
ド
で
は
、
女
児
よ
り
も
男
児
が
望
ま

れ
て
い
る
た
め
、
妊
娠
中
に
女
児
と
判
明
し
た
時

点
で
人
工
中
絶
を
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
や
は
り
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
に

女
性
の
立
場
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
女
性
が
弱
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
男
女
平
等
の
社
会
に
な
ら
な
い
の
か
、
私
は

長
い
間
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
私
は
、
そ

の
答
え
を
友
人
の
あ
る
言
葉
か
ら
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
友
人
は
そ
の
言
葉
を
、
重
い
荷
物
を

持
っ
て
い
た
と
き
に
私
に
言
っ
て
き
た
。
そ
の
友

人
は
、
「
ど
う
し
て
男
子
だ
け
重
い
荷
物
を
持
た

さ
れ
て
、
女
子
は
何
も
し
て
い
な
い
ん
だ
よ
。
こ

ん
な
の
男
女
差
別
だ
よ
。
」

と
私
に
言
っ
て
き
た
。
確
か
に
男
子
だ
け
大
変
な

仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
、
男
女
差
別
だ
と
思
っ
て
い

る
人
も
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ
が
男

女
差
別
に
あ
て
は
ま
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
私
は
こ
れ
を
男
女
差
別
で
は
な
く
、
男

女
お
互
い
の
個
性
を
活
か
す
と
い
う
も
の
に
と
ら

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
男
性
は
力
が
あ
る
、
一

方
で
女
性
は
細
か
い
作
業
が
得
意
で
あ
る
と
い
う

個
性
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
す
こ
と

で
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
出
る
の
だ
と
思

う
。
男
性
・
女
性
と
も
に
同
じ
人
間
で
は
あ
る

が
、
性
別
が
違
え
ば
考
え
方
や
価
値
観
も
違
う
。

し
か
し
、
男
女
ど
ち
ら
が
権
力
が
あ
る
、
ど
ち
ら

が
立
場
が
上
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
お
互
い
の
個

性
を
活
か
す
こ
と
で
、
男
女
平
等
の
社
会
に
な
る

の
だ
。

　
最
近
、
相
撲
の
土
俵
で
意
識
を
失
っ
た
人
を
助

け
に
行
っ
た
女
性
が
、
土
俵
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
で

き
事
に
対
し
、
歴
史
あ
る
仕
来
り
を
守
る
こ
と
も

大
切
だ
が
、
仕
来
り
に
縛
ら
れ
過
ぎ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
感
想
を
持
っ
た
。
私
は
、
男
女
差
別
を

な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
男
性
と
女
性
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
活
か
し
、
「
男
女
差
別
」
と
「
個
性

を
活
か
す
こ
と
」
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
男
女
差
別
に
つ

い
て
関
心
が
高
ま
り
、
男
女
差
別
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
考
え
る
。
ま
だ
ま
だ
世

界
で
見
れ
ば
男
女
差
別
は
少
な
く
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
世
界
の
差
別
を
な
く
す
た
め
に
も
、
私
た
ち

日
本
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ

と
私
は
思
う
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
２
０
２
４
年
以
降
、
固
定
電
話
の
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行

に
伴
い
電
話
会
社
内
の
設
備
の
切
り
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

☆
こ
の
設
備
切
替
に
便
乗
し
、
固
定
電
話
や
固
定
電
話
の
番
号
が
使
え
な

く
な
る
、
と
い
っ
た
勧
誘
文
句
で
営
業
を
す
る
業
者
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

☆
Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
も
現
在
使
用
中
の
電
話
機
や
電
話
番
号
は
そ
の
ま

ま
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
備
切
替
に
伴
う
手
続
き
や
工
事
も
不
要

で
す
。

☆
よ
く
わ
か
ら
な
け
れ
ば
そ
の
場
で
返
事
は
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

☆
不
審
に
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
次
の
問
合
せ
先
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
】（
☎
０
１
２
０

－

８
１
５

－

５
１
１
）

　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
大
手
電
話
会
社
の
子
会
社
を
名
乗
る
事
業
者

か
ら
、
「
２
０
２
０
年
以
降
ア
ナ
ロ
グ
回
線
が

廃
止
さ
れ
る
。
今
の
電
話
が
使
え
な
く
な
る
の

で
光
回
線
に
切
り
替
え
な
い
か
」
と
電
話
が
き

た
。
不
審
に
思
い
断
っ
た
が
、
こ
の
会
社
の

言
っ
て
い
る
こ
と
は
本
当
な
の
か
。

固
定
電
話
が
使
え
な
く
な
る
？

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
に
便
乗
し
た
勧
誘
に
注
意

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
入
賞
】

お
互
い
の
個
性
を
認
め
る
こ
と

　
　
　
　
　第
二
中
学
校
三
年

　大
瀧

　晴
登

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

第14回「あんなか市民フェスティバル」

前期

※マーチングパレード実施時の交通規制などについては15ページをご覧ください。
※行事内容などは、変更になる場合がありますので、詳細はチラシをご覧ください。

　　10月15日（火）
八城人形浄瑠璃
城若座定期公演
　　　　　  13:00～
(八城西住民センター)

　10月17日（木）
小学生マーチング
パレード
(松井田地域小学校
が参加)
　　  14:15～15:05

　　　　10月19日（土）
作品展・学習展　9:00～16:00
公開将棋大会　　9:00～11:30
公開囲碁対局  　13:00～16:00
こうめちゃんとふれあい
バルーンアート  10:00～15:00
文化会館スタンプラリー
　　　　　　　  10:00～15:00

（高校生以下対象・無料）
音楽祭　　　13:00開演

後期

　　　　10月26日（土）
作品展・学習展　  　9:00～16:00
こども広場　　　　10:00～14:00

（こども福引大会・模擬店）
親子いけばな体験　13:00～

（先着20組・無料・要事前申込）
男のいけばな体験　14:00～

（先着10人・無料・要事前申込）
芸能祭一部　　　　13:30開演

　　　　　　10月27日（日）
作品展・学習展　　　　　  9:00～16:00
紅葉の茶会　　　　　　　10:00～15:00
こうめちゃんとふれあい
紙ヒコーキとばし　　　　13:30～
体験コーナー　　　　　　13:30～
飾り寿司（先着15人／参加費300円（1本））
ラムネ作り（無料）
芸能祭二部　　　　　　　13:00開演

第31回 碓氷のつどい　　　場所▶松井田文化会館　ほか　　問合せ▶松井田公民館（☎393－4401）

第43回　市民展
○芸能協会発表大会　　　
日　時▶10月27日（日）　開場：午後0時30分
　　　　　　　　　　　 開演：午後1時（入場無料）
会　場▶安中市文化センター　ホール
主　催▶安中市市民展実行委員会
後　援▶安中市教育委員会
問合せ▶□松 生涯学習課(☎内線2245)

第29回童謡フェスティバル

　　　10月20日（日）
作品展・学習展
　　　　　　  9:00～16:00
よみきかせ
　　①10:30～　②11:10～
国際交流の集い
　　　　　　10:30～15:30
舞踊祭　　　11:00開演

日　時▶11月3日（日・祝）
　　　　午後1時30分～（開場：午後1時）
会　場▶安中市文化センター　ホール
入場料▶無料（ただし、入場整理券が必要。整理
券は安中市文化センター・松井田文化会館・各公
民館、生涯学習センターにおいて10月4日（金）か
ら配布）
演奏団体▶スイートピー’05、コール・バウム、
安中市少年少女合唱団、安中二葉幼稚園コーラ
ス、ハッピーコーラス・峠、コーラスまついだ、
富岡コール、コールうすい、こーろ・Putit・
Berry、安中市民合唱団、安中草笛合唱団、磯部
ハーモニズ・ドルチェ、まるべりぃ　　　
　お誘いあわせのうえ、コーラスグループの生演
奏をぜひお聴きください。
問合せ▶□松 生涯学習課 社会教育係（☎内線2241）

令和元年度　人権教育映画会｢わが母の記｣
日　時▶11月1日（金）
　　　　開場：午後1時
　　　　開演：午後1時30分（上映時間118分）
場　所▶松井田文化会館　大ホール
入場料▶無料（先着400人）
　　　　※希望者は直接会場へお越しください。
作家・井上靖が自身と家族
との実話をベースにつづっ
た自伝的小説を役所広司主
演で映画化した家族ドラ
マ。幼少期の出来事により
母親との間に大きな溝を抱
える中年作家と、年老いて
記憶もあいまいな母親との関係を中心に、家族の深い絆
が描かれています。母親役の樹木希林、主人公の娘役の
宮崎あおいなど、実力派の共演が物語を盛りたてます。

生涯学習だより
安中市教育委員会 No.160



安中市戦没者追悼式
10 月 19 日（土）　10:00～13:00　入場：無料
問合せ：　福祉課（☎内線 1152）
安中市小中学校音楽発表会
10 月 25 日（金）　9:00～12:15　入場：無料
問合せ：（☎385－8258（中山））
安中市芸能協会発表大会
10 月 27 日（日）　13:00～16:00　入場：無料
問合せ：安中市芸能協会（☎381－1584（神成））
安中市交通安全母の会研修会
10 月 30 日（水）　9:30～11:45　入場：関係者
問合せ：　危機管理課（☎内線 1137）
第 29回童謡フェスティバル
11 月 3 日（日・祝）　13:30～16:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
チャリティー歌謡祭
11 月 10 日（日）　10:00～18:00　入場：無料
問合せ：社会福祉を支援する康友会（☎381－2929（市川））
安中市私立幼稚園・認定こども園主催合同親子観劇会
11 月 13 日（水）　10:10～11:40　入場：関係者
問合せ：安中市私立幼稚園・認定こども園父母の会連合会
　　　　（☎385－6662（佃））
市民パソコン教室
10 月 3・5・10・12・17・24・31 日（木・土）
11 月 7・9日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料
会場：2階パソコン室（日程は変更になる場合があります）
問合せ：文化センター（☎381－0586）
市民の茶席（大日本茶道学会）
10 月 19 日（土）　10:00～
入場：無料　先着 70 人　会場：2階茶室・和室
問合せ：文化センター（☎381－0586）

絵本読み聞かせ
10 月 26 日（土）　14:00～15:00　入場：無料
会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

市民フェスティバル碓氷のつどい
前期 10 月 19 日（土）～20 日（日）　9:00～16:00
後期 10 月 26 日（土）～27 日（日）　9:00～16:00
入場 : 無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
人権教育映画会
11 月 1 日（金）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
成年後見制度普及啓発セミナー
11 月 7 日（木）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　介護高齢課包括支援センター（☎内線 1193）
第三回歴史講演会
11 月 10 日（日）　開場 13:30 開演 14:00　入場：無料
問合せ：松井田城址保存会（☎393－0018（小板橋））
ぐるうぷべこ第 69回発表会
11 月 4 日（月・振）　開場 12:30 開演 13:00　入場：無料
問合せ：ぐるうぷべこ（☎027－325－5623（神澤））
第 42回東渓書展
10 月 12 日（土）・13 日（日）　9:30～17:00
14 日（月・祝）　9:30～15:00
入場：無料
問合せ：東渓会事務局（☎382－2156（神宮））

1213 2019年10月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111
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問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

G U I D E

●日　　　　時：12月8日（日）午後3時開演
●会　　　　場：安中市文化センター　ホール
●料　　　　金：全席指定　前売2,500円（当日3,000円）
●チケット販売：10月5日（土）午前9時～窓口販売
　　　　　　　　10月7日（月）午前9時～電話予約
※新垣隆、奥村愛のほかにミュージカル女優（綿引さやか・亜聖樹）が共演します。
※チケットはお一人様4枚まで
※未就学児の入場はご遠慮ください

安中市文化センター

 
新垣隆＆奥村愛
クリスマス・コンサート
～クラシックの名曲からミュージカルナンバーまで～

松井田子どもの本の会の皆さんによる絵本のよみきかせと、小さなお子さんで
もたのしめる手あそびを体験できます。当日参加も可能ですが、ぜひ、事前に
お電話か図書館カウンターにてお申込みください。たくさんの皆様のご参加を
お待ちしています。

●日時：11月2日（土）　午後2時～（1時間程度）
●会場：安中市松井田図書館　絵本のお部屋

松井田図書館

安中市文化センター

絵本のよみきかせと手あそび
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G U I D E 問合せ　松井田図書館　☎３９３－４４０２

問合せ　安中市文化センター　☎３８１－０５８６

松

松

松

本

本

本

国指定重要文化財
丸山変電所 内部公開

10月26日～28日
11月2日～4日

午前10時～午後3時

　
安
中
市
安
中
字
小
間
に
あ
る
旧
家
の
蔵

か
ら
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が
見
つ
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り
ま
し
た
。
幟
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」
と
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、
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９
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。
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、
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在
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荷
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』
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２
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と
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、
こ
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の
で
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。

　
幟
の
書
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、
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2
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８
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９
）に

仁
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楽
甫
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で

す
。
仁
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【
１
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９
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８
７

０
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ま
れ
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書
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門
、
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・
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と
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い
、

幕
末
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三
筆
に
数
え
ら
れ
る
市
川
米
庵
に

学
び
、
階
・
行
・
草
・
隷
書
に
長
け
、
勤

勉
で
学
問
を
好
み
、
安
中
藩
の
儒
者
太
山

融
斎
な
ど
と
も
親
交
が
あ
っ
た
人
物
で
す
。

　
地
域
の
貴
重
な
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料
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た
こ

と
を
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念
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て
、
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る
さ
と
学
習
館
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設
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示
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に
て
展
示
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
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だ
さ
い
。

小
間
村
の
幟
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間
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の
幟

の
ぼ
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い
　
ら
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ん
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う
さ
い

お
お
や
ま

こ
ま
む
ら

多胡碑記念館の見学と、上野三碑について学芸員
による解説を行います。ぜひご参加ください。
〔日　　時〕11月16日（土）午前9時～正午
〔講　　師〕多胡碑記念館学芸員
〔定　　員〕25人（先着順）
〔参 加 費〕200円（資料代・保険料）
〔集合場所〕学習の森 ふるさと学習館

※市バスにて多胡碑記念館へ移動し見学。
〔申 込 み〕10月28日（月）午前9時から、ふるさと

学習館窓口へ参加費を添えて直接お申込みくださ
い。

碓氷歴史考古学講座

多胡碑記念館見学

11月より、きり絵作家・関口コオをテーマに
した企画展がはじまります。詳細は次号に掲
載。お楽しみに！

（拡大）

【
講
師
】
青
木
昇
氏
　
【
定
員
】
20
人

【
材
料
費
】
２
５
０
０
円（
粘
土
３
キ
ロ
）

※
粘
土
1
キ
ロ
で
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
1
つ
と
小
さ
め
の
皿
1
枚
が
作
れ
ま
す
。

※
材
料
費
は
第
一
回
目
に
集
金
し
ま
す
。

【
日
程
】
10
月
20
日（
日
）、
27
日（
日
）

　
　
　　
11
月
10
日（
日
）、
24
日（
日
）

　
　
　
※
12
月
1
日（
日
）に
窯
出
し
・
作
品
渡
し
を
行
い
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
3
時（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

【
場
所
】
生
涯
学
習
施
設
　
創
作
工
房
２
・
創
作
工
房
３

【
内
容
】
製
作
3
回
、
絵
付
け
上
薬
１
回

【
申
込
み
】
10
月
7
日（
月
）午
前
9
時
か
ら
、
お
電
話
ま
た
は
直
接

ふ
る
さ
と
学
習
館
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

陶
芸
教
室
芸
術
の
秋
。
陶
芸
教
室
で
自
分
だ

け
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

関口コオ 企画展



安中市戦没者追悼式
10 月 19 日（土）　10:00～13:00　入場：無料
問合せ：　福祉課（☎内線 1152）
安中市小中学校音楽発表会
10 月 25 日（金）　9:00～12:15　入場：無料
問合せ：（☎385－8258（中山））
安中市芸能協会発表大会
10 月 27 日（日）　13:00～16:00　入場：無料
問合せ：安中市芸能協会（☎381－1584（神成））
安中市交通安全母の会研修会
10 月 30 日（水）　9:30～11:45　入場：関係者
問合せ：　危機管理課（☎内線 1137）
第 29回童謡フェスティバル
11 月 3 日（日・祝）　13:30～16:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
チャリティー歌謡祭
11 月 10 日（日）　10:00～18:00　入場：無料
問合せ：社会福祉を支援する康友会（☎381－2929（市川））
安中市私立幼稚園・認定こども園主催合同親子観劇会
11 月 13 日（水）　10:10～11:40　入場：関係者
問合せ：安中市私立幼稚園・認定こども園父母の会連合会
　　　　（☎385－6662（佃））
市民パソコン教室
10 月 3・5・10・12・17・24・31 日（木・土）
11 月 7・9日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料
会場：2階パソコン室（日程は変更になる場合があります）
問合せ：文化センター（☎381－0586）
市民の茶席（大日本茶道学会）
10 月 19 日（土）　10:00～
入場：無料　先着 70 人　会場：2階茶室・和室
問合せ：文化センター（☎381－0586）

絵本読み聞かせ
10 月 26 日（土）　14:00～15:00　入場：無料
会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

市民フェスティバル碓氷のつどい
前期 10 月 19 日（土）～20 日（日）　9:00～16:00
後期 10 月 26 日（土）～27 日（日）　9:00～16:00
入場 : 無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
人権教育映画会
11 月 1 日（金）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2245）
成年後見制度普及啓発セミナー
11 月 7 日（木）　開場 13:00 開演 13:30　入場：無料
問合せ：　介護高齢課包括支援センター（☎内線 1193）
第三回歴史講演会
11 月 10 日（日）　開場 13:30 開演 14:00　入場：無料
問合せ：松井田城址保存会（☎393－0018（小板橋））
ぐるうぷべこ第 69回発表会
11 月 4 日（月・振）　開場 12:30 開演 13:00　入場：無料
問合せ：ぐるうぷべこ（☎027－325－5623（神澤））
第 42回東渓書展
10 月 12 日（土）・13 日（日）　9:30～17:00
14 日（月・祝）　9:30～15:00
入場：無料
問合せ：東渓会事務局（☎382－2156（神宮））

1213 2019年10月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111
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問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

G U I D E

●日　　　　時：12月8日（日）午後3時開演
●会　　　　場：安中市文化センター　ホール
●料　　　　金：全席指定　前売2,500円（当日3,000円）
●チケット販売：10月5日（土）午前9時～窓口販売
　　　　　　　　10月7日（月）午前9時～電話予約
※新垣隆、奥村愛のほかにミュージカル女優（綿引さやか・亜聖樹）が共演します。
※チケットはお一人様4枚まで
※未就学児の入場はご遠慮ください

安中市文化センター

 
新垣隆＆奥村愛
クリスマス・コンサート
～クラシックの名曲からミュージカルナンバーまで～

松井田子どもの本の会の皆さんによる絵本のよみきかせと、小さなお子さんで
もたのしめる手あそびを体験できます。当日参加も可能ですが、ぜひ、事前に
お電話か図書館カウンターにてお申込みください。たくさんの皆様のご参加を
お待ちしています。

●日時：11月2日（土）　午後2時～（1時間程度）
●会場：安中市松井田図書館　絵本のお部屋

松井田図書館

安中市文化センター

絵本のよみきかせと手あそび
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問合せ　安中市文化センター　☎３８１－０５８６
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多胡碑記念館の見学と、上野三碑について学芸員
による解説を行います。ぜひご参加ください。
〔日　　時〕11月16日（土）午前9時～正午
〔講　　師〕多胡碑記念館学芸員
〔定　　員〕25人（先着順）
〔参 加 費〕200円（資料代・保険料）
〔集合場所〕学習の森 ふるさと学習館

※市バスにて多胡碑記念館へ移動し見学。
〔申 込 み〕10月28日（月）午前9時から、ふるさと

学習館窓口へ参加費を添えて直接お申込みくださ
い。

碓氷歴史考古学講座

多胡碑記念館見学

11月より、きり絵作家・関口コオをテーマに
した企画展がはじまります。詳細は次号に掲
載。お楽しみに！

（拡大）

【
講
師
】
青
木
昇
氏
　
【
定
員
】
20
人

【
材
料
費
】
２
５
０
０
円（
粘
土
３
キ
ロ
）

※
粘
土
1
キ
ロ
で
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
1
つ
と
小
さ
め
の
皿
1
枚
が
作
れ
ま
す
。

※
材
料
費
は
第
一
回
目
に
集
金
し
ま
す
。

【
日
程
】
10
月
20
日（
日
）、
27
日（
日
）

　
　
　　
11
月
10
日（
日
）、
24
日（
日
）

　
　
　
※
12
月
1
日（
日
）に
窯
出
し
・
作
品
渡
し
を
行
い
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
3
時（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

【
場
所
】
生
涯
学
習
施
設
　
創
作
工
房
２
・
創
作
工
房
３

【
内
容
】
製
作
3
回
、
絵
付
け
上
薬
１
回

【
申
込
み
】
10
月
7
日（
月
）午
前
9
時
か
ら
、
お
電
話
ま
た
は
直
接

ふ
る
さ
と
学
習
館
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

陶
芸
教
室
芸
術
の
秋
。
陶
芸
教
室
で
自
分
だ

け
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

関口コオ 企画展
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車
・
中
古
車
を
問
わ
ず
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
環
境
性
能
割
は
市
町
村
の
税
と
な

り
ま
す
が
、
当
分
の
間
は
都
道
府
県
が
賦
課

徴
収
を
行
い
ま
す
。

◯
種
別
割

　
こ
れ
ま
で
の
軽
自
動
車
税
の
名
称
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
毎
年
4
月
1
日
に
所
有
し
、

登
録
の
あ
る
軽
自
動
車
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

環
境
性
能
割
に
関
す
る
問
合
せ
▼

自
動
車
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３
）

種
別
割
に
関
す
る
問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
1
0
6
3
）

軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　税
制
が
変
わ
り
ま
す

　
10
月
1
日
よ
り
軽
自
動
車
税
に
新
た
に

「
環
境
性
能
割
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
取
得
税（
都

道
府
県
税
）は
廃
止
さ
れ
、
軽
自
動
車
税
は

「
種
別
割
」
へ
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
軽
自
動
車
税
は
「
環
境
性
能
割
」

と
「
種
別
割
」
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◯
環
境
性
能
割

　
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
を
取
得
し
た
際

（
取
得
価
格
50
万
円
を
超
え
る
も
の
）に
、
新

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所
は
、
里
親
に
関
心
の
あ

る
人
が
相
談
や
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催

し
ま
す
。
ご
希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説

明
も
行
い
ま
す
。

日
時
お
よ
び
会
場
▼

10
月
16
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

富
岡
市
役
所
13
会
議
室
お
よ
び
14
会
議
室

10
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

藤
岡
市
民
ホ
ー
ル
「
健
康
福
祉
祭
」

（
相
談
ス
ペ
ー
ス
は
別
室
を
確
保
し
て
あ
り

ま
す
。
）

10
月
30
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

高
崎
市
役
所
　
中
２
階
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ（
高
崎
市
高
松
町
６
）

問
合
せ
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

旧
氏（
旧
姓
）の
併
記
が

　
　
　
　
　ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
11
月
5
日
か
ら
、
住
民
票
に
旧
氏（
旧
姓
）

が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
住
民
票

に
旧
氏（
旧
姓
）が
併
記
さ
れ
る
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
も
旧
氏（
旧
姓
）が
併

記
さ
れ
ま
す
。

　
婚
姻
等
で
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
旧

氏（
旧
姓
）の
記
載
を
希
望
す
る
人
は
、
住
所

地
市
区
町
村
に
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旧
氏（
旧
姓
）を
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
併
記
で
き
る
旧
氏（
旧
姓
）は
、
1
人
1
つ

で
す
。

・
旧
氏（
旧
姓
）併
記
の
請
求
を
し
た
場
合
、

住
民
票
の
写
し
に
は
現
在
の
氏
と
旧
氏（
旧

姓
）の
両
方
が
表
示
さ
れ
ま
す（
ど
ち
ら
か
一

方
の
み
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）。

・
旧
氏（
旧
姓
）併
記
の
請
求
の
際
は
、
併
記

を
求
め
る
旧
氏（
旧
姓
）が
本
人
の
旧
氏（
旧

姓
）で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
旧
氏

（
旧
姓
）が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等
か
ら
現

在
の
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
に
至
る
全

て
の
戸
籍
謄
本
等
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
窓
口
係（
☎
内
線
１
１
０
４
）

□松 

住
民
福
祉
課
市
民
係（
☎
内
線
２
１
２
３
）

第
14
回
あ
ん
な
か

　
　
　市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
学
生
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
に

伴
う
交
通
規
制
と
駐
車
場
の
お
知

ら
せ

日
時
▼
10
月
17
日（
木
）午
後
１
時
45
分
〜
３

時
15
分

規
制
区
間
▼
松
井
田
郵
便
局
〜
下
町
信
号
間

（
松
井
田
商
店
街
）

駐
車
場
▼
松
井
田
小
学
校
校
庭

※
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
□松 

学
校
教
育
課
指
導
係

（
☎
内
線
２
２
３
２
）

安
中
産
米
の

　
　
　食
味
検
査
の
ご
案
内

　
市
で
は
市
内
産
米
の
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
支
援
の
た
め
玄
米
お
よ
び
精
米

の
食
味
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
食
味
検

査
と
は
近
赤
外
線
分
析
に
よ
り
、
水
分
、
タ

ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
、
脂
肪
酸
度（
玄

米
の
み
）を
測
定
し
食
味
値
を
出
す
こ
と

で
、
お
米
の
お
い
し
さ
を
客
観
的
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
全
・
良
質
な
米
作

り
の
一
助
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

検
査
対
象
者
▼

本
市
内
に
所
在
す
る
水
田
で
収
穫
し
た
米
穀

を
販
売
の
用
に
供
す
る
個
人
、
法
人
、
地
域

営
農
集
団
に
所
属
し
て
い
る
人

持
ち
物
▼
計
測
し
た
い
玄
米
ま
た
は
精
米
　

90
㎖（
約
80
g
）

申
請
す
る
人
の
印
鑑

受
付
▼

□松 

農
林
課
窓
口
に
て
受
付
し
ま
す
。
申
請
書

は
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
時
間
▼
月
曜
〜
金
曜
日
　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

※
計
測
は
1
回
に
つ
き
数
10
秒
ほ
ど
で
す

が
、
機
器
の
起
動
や
設
定
の
変
更
に
10
分
ほ

ど
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
□松 

農
林
課
農
政
係

（
☎
内
線
2
6
1
3
）

松
井
田
図
書
館

　
　
　臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
松
井
田
図
書
館
で
は
、
年
に
一
度
の
蔵
書

点
検
と
図
書
整
理
の
た
め
、
10
月
7
日（
月
）

〜
11
日（
金
）ま
で
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
き
ま

し
て
は
、
返
却
ポ
ス
ト
も
し
く
は
安
中
市
図

書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
月
曜
日
は
通
常
の
休
館
日
で
、
火
曜
日
〜

金
曜
日
が
点
検
お
よ
び
整
理
日
で
す
。

問
合
せ
▼
安
中
市
松
井
田
図
書
館

（
☎
3
9
3

－

4
4
0
2
）

※
休
館
日
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
年
間

カ
レ
ン
ダ
ー
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

不
動
産
合
同
公
売
を

　
　
　
　
　
　実
施
し
ま
す

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産（
土
地
・
建
物
）を
公
売
に
付
し
、
入

札
に
よ
っ
て
得
た
売
却
代
金
を
市
税
に
充
て

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
1
件
、
土
地

4
件
の
計
5
件
の
不
動
産
が
公
売
対
象
で
す
。

※
当
初
予
定
し
て
い
た
土
地
付
建
物﹇
安
中
市

－

１
﹈に
つ
い
て
は
公
売
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
公
売
は
本
市
と
高
崎
市
、
富
岡
市
、
神

流
町
、
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

　
多
く
の
機
関
で
公
売
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保

を
目
指
し
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

公
売
広
報
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
札
期
日
▼
11
月
25
日（
月
）午
後
1
時
受
付

開
始

場
所
▼
高
崎
市
役
所
本
庁
舎
17
階

受
付
▼
1
7
2
会
議
室

入
札
会
場
▼
1
7
1
会
議
室

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
開
設
日（
納
期
限

日
）に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
10
月
31
日（
木
）

時
間
▼
午
後
8
時
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

問
合
せ
▼
□本 

収
納
課（
☎
内
線
1
0
8
6
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲海外派遣で中学生18人がカナダへ出発しました。

▲食味検査機

▲2次元コード
（モバイル用）

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  https : //www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
269

55
324

男 
223

32
255

女    
22,283

6,609
28,892

男    
21,768

6,348
28,116

合　計 57,587人　世帯数 24,658   （令和元年8月末日現在）

INFORMATION市民

車
種
区
分（
軽
自
動
車
）

※
10
月
１
日
〜
令
和
２
年
９
月
30
日
に
取
得
し
た
場
合
の
税
率

税
率

営
業
用

自
家
用

・
電
気
自
動
車

・
天
然
ガ
ス
自
動
車（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス
10
％
低
減
ま

　
　
　
　
　
　
　
　 

た
は
平
成
30
年
規
制
適
合
）

・
ガ
ソ
リ
ン
車

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

上
記
以
外

非
課
税

１
％

（
※
非
課
税
）

2
%

（
※
１
％
）

非
課
税

0
・
5
%

1
%

2
％

令
和
２
年
度
基
準
＋
20
％
達
成

令
和
２
年
度
基
準
＋
10
％
達
成

令
和
２
年
度
基
準
達
成

平
成
27
年
度
基
準
＋
10
％
達
成
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車
・
中
古
車
を
問
わ
ず
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
環
境
性
能
割
は
市
町
村
の
税
と
な

り
ま
す
が
、
当
分
の
間
は
都
道
府
県
が
賦
課

徴
収
を
行
い
ま
す
。

◯
種
別
割

　
こ
れ
ま
で
の
軽
自
動
車
税
の
名
称
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
毎
年
4
月
1
日
に
所
有
し
、

登
録
の
あ
る
軽
自
動
車
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

環
境
性
能
割
に
関
す
る
問
合
せ
▼

自
動
車
税
事
務
所

（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３
）

種
別
割
に
関
す
る
問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
1
0
6
3
）

軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　税
制
が
変
わ
り
ま
す

　
10
月
1
日
よ
り
軽
自
動
車
税
に
新
た
に

「
環
境
性
能
割
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
取
得
税（
都

道
府
県
税
）は
廃
止
さ
れ
、
軽
自
動
車
税
は

「
種
別
割
」
へ
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
軽
自
動
車
税
は
「
環
境
性
能
割
」

と
「
種
別
割
」
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◯
環
境
性
能
割

　
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
を
取
得
し
た
際

（
取
得
価
格
50
万
円
を
超
え
る
も
の
）に
、
新

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所
は
、
里
親
に
関
心
の
あ

る
人
が
相
談
や
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催

し
ま
す
。
ご
希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説

明
も
行
い
ま
す
。

日
時
お
よ
び
会
場
▼

10
月
16
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

富
岡
市
役
所
13
会
議
室
お
よ
び
14
会
議
室

10
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

藤
岡
市
民
ホ
ー
ル
「
健
康
福
祉
祭
」

（
相
談
ス
ペ
ー
ス
は
別
室
を
確
保
し
て
あ
り

ま
す
。
）

10
月
30
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

高
崎
市
役
所
　
中
２
階
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ（
高
崎
市
高
松
町
６
）

問
合
せ
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－
２
４
９
８
）

旧
氏（
旧
姓
）の
併
記
が

　
　
　
　
　ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
11
月
5
日
か
ら
、
住
民
票
に
旧
氏（
旧
姓
）

が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
住
民
票

に
旧
氏（
旧
姓
）が
併
記
さ
れ
る
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
も
旧
氏（
旧
姓
）が
併

記
さ
れ
ま
す
。

　
婚
姻
等
で
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
旧

氏（
旧
姓
）の
記
載
を
希
望
す
る
人
は
、
住
所

地
市
区
町
村
に
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旧
氏（
旧
姓
）を
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
併
記
で
き
る
旧
氏（
旧
姓
）は
、
1
人
1
つ

で
す
。

・
旧
氏（
旧
姓
）併
記
の
請
求
を
し
た
場
合
、

住
民
票
の
写
し
に
は
現
在
の
氏
と
旧
氏（
旧

姓
）の
両
方
が
表
示
さ
れ
ま
す（
ど
ち
ら
か
一

方
の
み
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）。

・
旧
氏（
旧
姓
）併
記
の
請
求
の
際
は
、
併
記

を
求
め
る
旧
氏（
旧
姓
）が
本
人
の
旧
氏（
旧

姓
）で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
旧
氏

（
旧
姓
）が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等
か
ら
現

在
の
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
に
至
る
全

て
の
戸
籍
謄
本
等
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
窓
口
係（
☎
内
線
１
１
０
４
）

□松 

住
民
福
祉
課
市
民
係（
☎
内
線
２
１
２
３
）

第
14
回
あ
ん
な
か

　
　
　市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
学
生
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
に

伴
う
交
通
規
制
と
駐
車
場
の
お
知

ら
せ

日
時
▼
10
月
17
日（
木
）午
後
１
時
45
分
〜
３

時
15
分

規
制
区
間
▼
松
井
田
郵
便
局
〜
下
町
信
号
間

（
松
井
田
商
店
街
）

駐
車
場
▼
松
井
田
小
学
校
校
庭

※
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
□松 

学
校
教
育
課
指
導
係

（
☎
内
線
２
２
３
２
）

安
中
産
米
の

　
　
　食
味
検
査
の
ご
案
内

　
市
で
は
市
内
産
米
の
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
支
援
の
た
め
玄
米
お
よ
び
精
米

の
食
味
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
食
味
検

査
と
は
近
赤
外
線
分
析
に
よ
り
、
水
分
、
タ

ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
、
脂
肪
酸
度（
玄

米
の
み
）を
測
定
し
食
味
値
を
出
す
こ
と

で
、
お
米
の
お
い
し
さ
を
客
観
的
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
全
・
良
質
な
米
作

り
の
一
助
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

検
査
対
象
者
▼

本
市
内
に
所
在
す
る
水
田
で
収
穫
し
た
米
穀

を
販
売
の
用
に
供
す
る
個
人
、
法
人
、
地
域

営
農
集
団
に
所
属
し
て
い
る
人

持
ち
物
▼
計
測
し
た
い
玄
米
ま
た
は
精
米
　

90
㎖（
約
80
g
）

申
請
す
る
人
の
印
鑑

受
付
▼

□松 

農
林
課
窓
口
に
て
受
付
し
ま
す
。
申
請
書

は
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
時
間
▼
月
曜
〜
金
曜
日
　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

※
計
測
は
1
回
に
つ
き
数
10
秒
ほ
ど
で
す

が
、
機
器
の
起
動
や
設
定
の
変
更
に
10
分
ほ

ど
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
□松 

農
林
課
農
政
係

（
☎
内
線
2
6
1
3
）

松
井
田
図
書
館

　
　
　臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
松
井
田
図
書
館
で
は
、
年
に
一
度
の
蔵
書

点
検
と
図
書
整
理
の
た
め
、
10
月
7
日（
月
）

〜
11
日（
金
）ま
で
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
き
ま

し
て
は
、
返
却
ポ
ス
ト
も
し
く
は
安
中
市
図

書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
月
曜
日
は
通
常
の
休
館
日
で
、
火
曜
日
〜

金
曜
日
が
点
検
お
よ
び
整
理
日
で
す
。

問
合
せ
▼
安
中
市
松
井
田
図
書
館

（
☎
3
9
3

－

4
4
0
2
）

※
休
館
日
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
年
間

カ
レ
ン
ダ
ー
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

不
動
産
合
同
公
売
を

　
　
　
　
　
　実
施
し
ま
す

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産（
土
地
・
建
物
）を
公
売
に
付
し
、
入

札
に
よ
っ
て
得
た
売
却
代
金
を
市
税
に
充
て

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
1
件
、
土
地

4
件
の
計
5
件
の
不
動
産
が
公
売
対
象
で
す
。

※
当
初
予
定
し
て
い
た
土
地
付
建
物﹇
安
中
市

－

１
﹈に
つ
い
て
は
公
売
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
公
売
は
本
市
と
高
崎
市
、
富
岡
市
、
神

流
町
、
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

　
多
く
の
機
関
で
公
売
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保

を
目
指
し
ま
す
。

　
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

公
売
広
報
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
札
期
日
▼
11
月
25
日（
月
）午
後
1
時
受
付

開
始

場
所
▼
高
崎
市
役
所
本
庁
舎
17
階

受
付
▼
1
7
2
会
議
室

入
札
会
場
▼
1
7
1
会
議
室

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
開
設
日（
納
期
限

日
）に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
10
月
31
日（
木
）

時
間
▼
午
後
8
時
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

問
合
せ
▼
□本 

収
納
課（
☎
内
線
1
0
8
6
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲海外派遣で中学生18人がカナダへ出発しました。

▲食味検査機

▲2次元コード
（モバイル用）

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  https : //www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
269

55
324

男 
223

32
255

女    
22,283

6,609
28,892

男    
21,768

6,348
28,116

合　計 57,587人　世帯数 24,658   （令和元年8月末日現在）

INFORMATION市民

車
種
区
分（
軽
自
動
車
）

※
10
月
１
日
〜
令
和
２
年
９
月
30
日
に
取
得
し
た
場
合
の
税
率

税
率

営
業
用

自
家
用

・
電
気
自
動
車

・
天
然
ガ
ス
自
動
車（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス
10
％
低
減
ま

　
　
　
　
　
　
　
　 

た
は
平
成
30
年
規
制
適
合
）

・
ガ
ソ
リ
ン
車

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

上
記
以
外

非
課
税

１
％

（
※
非
課
税
）

2
%

（
※
１
％
）

非
課
税

0
・
5
%

1
%

2
％

令
和
２
年
度
基
準
＋
20
％
達
成

令
和
２
年
度
基
準
＋
10
％
達
成

令
和
２
年
度
基
準
達
成

平
成
27
年
度
基
準
＋
10
％
達
成



1617 2019年10月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
す
み
や
か

に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　
年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す
る
と
な
く

な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
14
日
以

内
に
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い
に
な

り
、
遺
族
の
人
か
ら
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
生
計

を
と
も
に
し
て
い
た
三
親
等
以
内
の
遺
族
が

い
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
死
亡
し
た
月
の

分
ま
で
の
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
未

支
給
年
金
を
請
求
で
き
ま
す
の
で
、
死
亡
届

と
一
緒
に
「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
次
の
添
付
書
類

が
必
要
で
す
。

【
添
付
書
類
】

・「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
の
み
を
提
出
す

る
場
合

①
死
亡
し
た
人
の
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類（
住
民
票
除
票
、
死
亡
診
断
書（
コ

ピ
ー
可
）な
ど
の
い
ず
れ
か
）

・
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

前
記
の
①
・
②
に
加
え
て

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
身
分
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍
謄
本（
全
部
事
項
証

明
書
）な
ど

④
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類（
世
帯
全
員
の
住
民
票
な
ど
）

⑤
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

※
一
部
の
添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
高
崎
年
金
事
務
所
ま
で
必

ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

　
　
　
　
　
　
提
出
は
お
済
み
で
す
か

　
老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り
「
雑
所

得
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
支

払
わ
れ
る
年
金
か
ら
各
種
の
控
除
を
行
い
、

残
り
の
額
か
ら
所
得
税
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。

　
各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
期
限
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
ら
れ
る
老

齢
年
金
受
給
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
年
間
１
５
８
万
円
以
上
の
年

金
を
受
け
て
い
る
人

・
65
歳
未
満
で
年
間
１
０
８
万
円
以
上
の
年

金
を
受
け
て
い
る
人

　
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、
扶
養
控

除
な
ど
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税
金
が
多

く
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
は
税
金

が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
の
み
を
受

給
し
て
い
る
人
に
は
扶
養
親
族
等
申
告
書
は

送
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
２
９
９
）

不
正
軽
油
の
情
報
を

　
　
　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
群
馬
県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報
窓
口
と
し

て
不
正
軽
油
1
1
0
番
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
灯
油

や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自
動
車
の
燃
料
と
し
て

使
用
す
る
と
地
方
税
法
違
反
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
不
正
軽
油
を
製

造
・
販
売
・
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情

　皆さんこんにちは。
　地域おこし協力隊の南畝です。
　あっという間に10月ですね。
　やりたいことが明確に決まり、勉強の毎日
です。
　秋間梅林では梅干し作りや、夏期剪定が行
われていました。
　来年春、またより多い収穫となりますよう
に。
　さて、イベントの告知になってしまいます
が、今年もお手伝いさせていただく「安中ハ
ロウィン大作戦！」が10月27日に行われるこ
ととなりました。
　舞台は旧安中
高校。
　今年も楽しい
企画が盛りだく
さんなので、子
どもも大人も仮
装してぜひお越
しください。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
連
絡
先
▼

不
正
軽
油
１
１
０
番

（
☎
０
２
７

－

２
３
１

－

２
８
０
１
）

前
橋
行
政
県
税
事
務
所
　
県
税
課
　
軽
油
広

域
調
査
係

Ｓ
Ｌ
群
馬
県
民
の
日
×

廃
線
ウ
ォ
ー
ク
×
横
川
駅
イ
ベ
ン
ト

　
10
月
28
日
の
高
崎
駅
〜
横
川
駅
Ｓ
Ｌ
運
行

日
に
廃
線
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　
集
合
場
所
は
峠
の
湯
で
す
。
鉄
道
文
化
む

ら
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
行
く
コ
ー
ス
が
お
す

す
め
で
す
。

催
し

　
下
り
線
を
3
㎞
ほ
ど
歩
い
て
熊
ノ
平
を
目

指
し
ま
す
。

　
熊
ノ
平
で
休
憩
後
、
上
り
線
で
峠
の
湯
へ

向
か
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
ア
プ
ト
の
道
で
帰
る
こ
と
も
可

能
で
す
。 

〈
廃
線
ウ
ォ
ー
ク
予
定
時
間
〉

午
前
10
時
50
分
〜
午
後
2
時
30
分

横
川
駅
で
は
J
R
高
崎
支
社
×
安
中
市
観
光

機
構
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
飲
食
ブ
ー
ス
多
数
出

店
！
終
着
駅
横
川
で
1
日
中
楽
し
め
ま
す
。

〈
詳
細
・
お
申
込
み
に
つ
い
て
〉

廃
線
ウ
ォ
ー
ク
W
e
b
サ
イ
ト
を
ご
確
認
の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
お

申
込
み
も
承
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

一
般
社
団
法
人
安
中
市
観
光
機
構
　
横
川
オ

フ
ィ
ス

（
☎
3
2
9

－

6
2
0
3
）

『
も
り
の
ま
つ
り
’19
』
の
開
催
に

つ
い
て

〜M
usic&Art&Food Festival

〜

　
14
年
目
を
迎
え
た
も
り
ま
つ
で
す
。
駐
車

場
不
足
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

乗
り
合
わ
せ
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

開
催
日
時
／
場
所
▼

10
月
13
日（
日
）午
前
10
時
開
場
　
午
後
4
時

終
演

※
荒
天
の
場
合
は
翌
日
14
日
に
順
延

安
中
市
学
習
の
森（
安
中
市
上
間
仁
田
９
５

１
番
地
）

開
催
内
容
▼

舞
台
　SM

P

（jam
band

）・afrocoya

（
民

族
音
楽
）・
横
山
ナ
オ（SSW

）・m
oi

（
北
欧

pop

）・Farside Fellow
ship

（jazz/neosoul

）

・
モ
ー
リ
ー
ズclub

（O
rganize D

J; M
O

GI

EM
AN

N

）ほ
か

催
物
　
合
い
言
葉
を
探
せ
！
も
り
の
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
・
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト by zom

billy

（S.I.D
.G

）/Stinky

・
マ
ジ
ッ
ク
伊
与
久
・
曼

荼
羅
塗
り
絵
・
風
船
と
ば
し
！
ほ
か

飲
食
　
秋
茄
子
の
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
･
ト
マ

ト
チ
キ
ン
カ
レ
ー
･
ガ
パ
オ
丼
･
シ
ョ
ー
ト

パ
ス
タ
･
7
種
の
焼
き
そ
ば
･
牛
串
･
ア
ジ

ア
ン
ド
リ
ン
ク
･
タ

ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
･

ラ
ッ
シ
ー
･
ク
レ
ー

プ
･
大
学
芋
･
燻
製

･
ピ
ッ
ツ
ア
･
ベ
ー

グ
ル
･
ス
コ
ー
ン
･

ビ
ス
ケ
ッ
ト
ほ
か

雑
貨
　
多
肉
植
物
･

手
づ
く
り
の
ピ
ア
ス

／
シ
ュ
シ
ュ
／
ジ
ュ
エ
リ
ー
／
バ
ッ
グ
／

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
／
レ
ザ
ー
ア
ク
セ
／
陶
土
ブ

ロ
ー
チ
ほ
か

体
験
　
ハ
ン
コ
で
描
こ
う
デ
ザ
イ
ン
ア
ー

ト
・
新
味
に
染
め
よ
う
タ
イ
ダ
イ
ラ
ン
ド
・

可
愛
く
創
ろ
う
樹
脂
粘
土
・
美
し
く
纏
う
ヘ

ナ
タ
ト
ゥ
ー
・
羽
ば
た
く
待
と
う
カ
ブ
ト
ム

シ
幼
虫
・
買
う
よ
り
塗
れ
よ
バ
ッ
ジ
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
見
る
よ
り
触
れ
よ
タ
ー
ン
テ
ー
ブ

ル
・
ぐ
ん
ま
の
木
で
鳴
ら
そ
う
ウ
ッ
ド
ス

ピ
ー
カ
ー
・
自
然
の
力
感
じ
よ
う
ド
ラ
エ
モ

ン
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ほ
か

入
場
▼
無
料

問
合
せ
▼

も
り
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
内
田

（
☎
０
９
０

－

２
１
７
８

－

０
３
２
７
）

メ
ー
ル
　m

orinom
atsuri@

gm
ail.com

　市民課
休日窓口開設日

10 月 6 日・20 日　11 月 3 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

旭日単光章
（地方自治）

峯岸　吾市さん
（松井田町入山）

瑞宝双光章
（厚生労働行政事務功労）
古川　克容さん
（秋間みのりが丘）

瑞宝単光章
（消防功労）

原田　光男さん
（松井田町横川）

消防防災
寺島　良一さん
（松井田町行田）

保健
上原　清さん
（磯部）

群馬県総合表彰春の叙勲高齢者叙勲 受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲もりのまつり
ホームページは

こちら
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
す
み
や
か

に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　
年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す
る
と
な
く

な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
14
日
以

内
に
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い
に
な

り
、
遺
族
の
人
か
ら
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
生
計

を
と
も
に
し
て
い
た
三
親
等
以
内
の
遺
族
が

い
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
死
亡
し
た
月
の

分
ま
で
の
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
未

支
給
年
金
を
請
求
で
き
ま
す
の
で
、
死
亡
届

と
一
緒
に
「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
次
の
添
付
書
類

が
必
要
で
す
。

【
添
付
書
類
】

・「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
の
み
を
提
出
す

る
場
合

①
死
亡
し
た
人
の
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類（
住
民
票
除
票
、
死
亡
診
断
書（
コ

ピ
ー
可
）な
ど
の
い
ず
れ
か
）

・
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

前
記
の
①
・
②
に
加
え
て

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
身
分
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍
謄
本（
全
部
事
項
証

明
書
）な
ど

④
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類（
世
帯
全
員
の
住
民
票
な
ど
）

⑤
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

※
一
部
の
添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
高
崎
年
金
事
務
所
ま
で
必

ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

　
　
　
　
　
　
提
出
は
お
済
み
で
す
か

　
老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り
「
雑
所

得
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
支

払
わ
れ
る
年
金
か
ら
各
種
の
控
除
を
行
い
、

残
り
の
額
か
ら
所
得
税
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。

　
各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
期
限
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
ら
れ
る
老

齢
年
金
受
給
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
年
間
１
５
８
万
円
以
上
の
年

金
を
受
け
て
い
る
人

・
65
歳
未
満
で
年
間
１
０
８
万
円
以
上
の
年

金
を
受
け
て
い
る
人

　
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、
扶
養
控

除
な
ど
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税
金
が
多

く
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
は
税
金

が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
の
み
を
受

給
し
て
い
る
人
に
は
扶
養
親
族
等
申
告
書
は

送
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
２
９
９
）

不
正
軽
油
の
情
報
を

　
　
　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
群
馬
県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報
窓
口
と
し

て
不
正
軽
油
1
1
0
番
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
灯
油

や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自
動
車
の
燃
料
と
し
て

使
用
す
る
と
地
方
税
法
違
反
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
不
正
軽
油
を
製

造
・
販
売
・
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情

　皆さんこんにちは。
　地域おこし協力隊の南畝です。
　あっという間に10月ですね。
　やりたいことが明確に決まり、勉強の毎日
です。
　秋間梅林では梅干し作りや、夏期剪定が行
われていました。
　来年春、またより多い収穫となりますよう
に。
　さて、イベントの告知になってしまいます
が、今年もお手伝いさせていただく「安中ハ
ロウィン大作戦！」が10月27日に行われるこ
ととなりました。
　舞台は旧安中
高校。
　今年も楽しい
企画が盛りだく
さんなので、子
どもも大人も仮
装してぜひお越
しください。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
連
絡
先
▼

不
正
軽
油
１
１
０
番

（
☎
０
２
７

－

２
３
１

－

２
８
０
１
）

前
橋
行
政
県
税
事
務
所
　
県
税
課
　
軽
油
広

域
調
査
係

Ｓ
Ｌ
群
馬
県
民
の
日
×

廃
線
ウ
ォ
ー
ク
×
横
川
駅
イ
ベ
ン
ト

　
10
月
28
日
の
高
崎
駅
〜
横
川
駅
Ｓ
Ｌ
運
行

日
に
廃
線
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　
集
合
場
所
は
峠
の
湯
で
す
。
鉄
道
文
化
む

ら
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
行
く
コ
ー
ス
が
お
す

す
め
で
す
。

催
し

　
下
り
線
を
3
㎞
ほ
ど
歩
い
て
熊
ノ
平
を
目

指
し
ま
す
。

　
熊
ノ
平
で
休
憩
後
、
上
り
線
で
峠
の
湯
へ

向
か
い
ま
す
。

　
希
望
者
は
ア
プ
ト
の
道
で
帰
る
こ
と
も
可

能
で
す
。 

〈
廃
線
ウ
ォ
ー
ク
予
定
時
間
〉

午
前
10
時
50
分
〜
午
後
2
時
30
分

横
川
駅
で
は
J
R
高
崎
支
社
×
安
中
市
観
光

機
構
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
飲
食
ブ
ー
ス
多
数
出

店
！
終
着
駅
横
川
で
1
日
中
楽
し
め
ま
す
。

〈
詳
細
・
お
申
込
み
に
つ
い
て
〉

廃
線
ウ
ォ
ー
ク
W
e
b
サ
イ
ト
を
ご
確
認
の

う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
お

申
込
み
も
承
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

一
般
社
団
法
人
安
中
市
観
光
機
構
　
横
川
オ

フ
ィ
ス

（
☎
3
2
9

－
6
2
0
3
）

『
も
り
の
ま
つ
り
’19
』
の
開
催
に

つ
い
て

〜M
usic&Art&Food Festival

〜

　
14
年
目
を
迎
え
た
も
り
ま
つ
で
す
。
駐
車

場
不
足
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

乗
り
合
わ
せ
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

開
催
日
時
／
場
所
▼

10
月
13
日（
日
）午
前
10
時
開
場
　
午
後
4
時

終
演

※
荒
天
の
場
合
は
翌
日
14
日
に
順
延

安
中
市
学
習
の
森（
安
中
市
上
間
仁
田
９
５

１
番
地
）

開
催
内
容
▼

舞
台
　SM

P

（jam
band

）・afrocoya

（
民

族
音
楽
）・
横
山
ナ
オ（SSW

）・m
oi

（
北
欧

pop

）・Farside Fellow
ship

（jazz/neosoul

）

・
モ
ー
リ
ー
ズclub

（O
rganize D

J; M
O

GI

EM
AN

N

）ほ
か

催
物
　
合
い
言
葉
を
探
せ
！
も
り
の
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
・
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト by zom

billy

（S.I.D
.G

）/Stinky

・
マ
ジ
ッ
ク
伊
与
久
・
曼

荼
羅
塗
り
絵
・
風
船
と
ば
し
！
ほ
か

飲
食
　
秋
茄
子
の
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
･
ト
マ

ト
チ
キ
ン
カ
レ
ー
･
ガ
パ
オ
丼
･
シ
ョ
ー
ト

パ
ス
タ
･
7
種
の
焼
き
そ
ば
･
牛
串
･
ア
ジ

ア
ン
ド
リ
ン
ク
･
タ

ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
･

ラ
ッ
シ
ー
･
ク
レ
ー

プ
･
大
学
芋
･
燻
製

･
ピ
ッ
ツ
ア
･
ベ
ー

グ
ル
･
ス
コ
ー
ン
･

ビ
ス
ケ
ッ
ト
ほ
か

雑
貨
　
多
肉
植
物
･

手
づ
く
り
の
ピ
ア
ス

／
シ
ュ
シ
ュ
／
ジ
ュ
エ
リ
ー
／
バ
ッ
グ
／

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
／
レ
ザ
ー
ア
ク
セ
／
陶
土
ブ

ロ
ー
チ
ほ
か

体
験
　
ハ
ン
コ
で
描
こ
う
デ
ザ
イ
ン
ア
ー

ト
・
新
味
に
染
め
よ
う
タ
イ
ダ
イ
ラ
ン
ド
・

可
愛
く
創
ろ
う
樹
脂
粘
土
・
美
し
く
纏
う
ヘ

ナ
タ
ト
ゥ
ー
・
羽
ば
た
く
待
と
う
カ
ブ
ト
ム

シ
幼
虫
・
買
う
よ
り
塗
れ
よ
バ
ッ
ジ
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
見
る
よ
り
触
れ
よ
タ
ー
ン
テ
ー
ブ

ル
・
ぐ
ん
ま
の
木
で
鳴
ら
そ
う
ウ
ッ
ド
ス

ピ
ー
カ
ー
・
自
然
の
力
感
じ
よ
う
ド
ラ
エ
モ

ン
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ほ
か

入
場
▼
無
料

問
合
せ
▼

も
り
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
内
田

（
☎
０
９
０

－

２
１
７
８

－

０
３
２
７
）

メ
ー
ル
　m

orinom
atsuri@

gm
ail.com

　市民課
休日窓口開設日

10 月 6 日・20 日　11 月 3 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

旭日単光章
（地方自治）

峯岸　吾市さん
（松井田町入山）

瑞宝双光章
（厚生労働行政事務功労）
古川　克容さん
（秋間みのりが丘）

瑞宝単光章
（消防功労）

原田　光男さん
（松井田町横川）

消防防災
寺島　良一さん
（松井田町行田）

保健
上原　清さん
（磯部）

群馬県総合表彰春の叙勲高齢者叙勲 受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲もりのまつり
ホームページは

こちら
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が
わ
か
る
も
の
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

応
募
用
紙
は
□本 

都
市
整
備
課
、
□松 

土
木
課
で

配
布
す
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら

の
率
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
・
送
付
先
▼

□本 

都
市
整
備
課
計
画
開
発
係

〒
3
7
9

－

0
1
9
2

安
中
市
安
中
1

－

23

－

13

（
☎
内
線
1
2
1
2
）

（
F
A
X
0
2
7

－

3
8
1

－

7
0
1
8
）　

メ
ー
ル
　toshi@

city.annaka.lg.jp

中
山
道
お
も
て
な
し
事
業

　
　
　参
加
者
・
見
学
者
募
集

　
市
の
山
林
の
丸
太
を
使
用
し
た
丸
太
ベ
ン

チ
な
ど
を
作
製
し
ま
す
。
作
製
し
た
ベ
ン
チ

は
後
日
、
中
山
道
の
街
道
に
設
置
し
ま
す
。

〈
丸
太
ベ
ン
チ
で
お
も
て
な
し
〉
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
in
あ
ん
な
か
内

日
時
▼
10
月
27
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4

時（
受
付
午
前
9
時
半
〜
）

場
所
▼
安
中
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
▼（
先
着
順
）

・
丸
太
ベ
ン
チ
作
り（
10
脚
）50
人
程
度（
小

学
生
以
下
は
人
数
に
含
み
ま
せ
ん
）

・
丸
太
椅
子
作
り（
持
ち
帰
れ
ま
す
）
30
人

・
コ
ー
ス
タ
ー
作
り（
持
ち
帰
れ
ま
す
）２
０

０
人

自
由
見
学
内
容
▼（
人
数
制
限
な
し
）

・
ロ
グ
ビ
ル
ダ
ー
に
よ
る
参
加
者
へ
の
指
導

見
学

・
大
工
伝
統
技
術（
大
鋸
・
手
斧
・
鉋
）で
の

実
演

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す

問
合
せ
▼
□松 

観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
2
6
2
2
）

「
市
民
の
茶
席
」
参
加
者
募
集

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
西
毛
茶
道

会
の
ご
協
力
の
も
と
、
「
市
民
の
茶
席
」
を

開
催
し
ま
す
。
茶
道
未
経
験
者
の
人
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜

大
日
本
茶
道
学
会

参
加
費
▼
無
料（
先
着
70
人
・
申
込
み
不
要
）

会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
2
階
茶
室

問
合
せ
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
1

－

0
5
8
6
）

安
中
学
開
催
の
お
知
ら
せ

　
安
中
市
教
育
委
員
会
で
は
、
安
中
市
の
特

性
・
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

昨
年
に
引
き
続
き
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
皆

様
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
第
1
回
　富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群

〜
ぐ
ん
ま
が
育
ん
で
き
た
世
界
遺
産
〜

日
に
ち
▼
11
月
9
日（
土
）

講
師
▼
結
城
雅
則
氏（
富
岡
製
糸
場
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

・
第
2
回
　生
糸
製
造
過
程
の
見
学

日
に
ち
▼
11
月
30
日（
土
）

・
第
3
回
　座
繰
り
に
魅
せ
ら
れ
て

日
に
ち
▼
12
月
1
日（
日
）

講
師
▼
東
宣
江
氏（
上
州
安
中
座
繰
製
糸

所
・
蚕
絲
館
主
宰
）

・
第
4
回
　世
界
遺
産
と
碓
氷
社

日
に
ち
▼
12
月
7
日（
土
）

講
師
▼
松
浦
利
隆
氏（
群
馬
県
立
女
子
大
学

群
馬
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）

※
連
続
講
座
で
す
が
、
講
座
ご
と
の
申
込
み

も
受
付
し
ま
す
。

時
間
▼
第
1
･
3
･
4
回
　
午
後
1
時
30
分

〜
3
時（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

第
2
回
　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分（
予

定
）（
午
後
0
時
45
分
・
1
時
出
発
予
定
）

会
場
▼
第
1
･
3
･
4
回
　
□松 

2
階
　
大
会

議
室

第
2
回
　
碓
氷
製
糸
株
式
会
社
（
□松 

北
側
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場
ま
で
は
係

員
が
送
迎
い
た
し
ま
す
。
申
込
時
に
確
認
し

ま
す
。
）

募
集
定
員
▼
第
1
･
3
･
4
回
　
60
人

第
2
回
　
30
人

参
加
費
▼
無
料

受
付
▼
10
月
1
日（
火
）か
ら
窓
口
・
電
話
で

受
付
開
始
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
内
線
2
2
4
6
）

※
希
望
の
回
・
お
名
前
・
ご
住
所
・
連
絡
先

を
お
伺
い
し
ま
す
。

妙
義
山
眺
望
50
選
の

　
　
　写
真
を
募
集
し
ま
す

　
日
本
三
大
奇
勝
の
一
つ
と
さ
れ
る
妙
義
山

は
、
見
る
場
所
に
よ
っ
て
形
を
変
え
、
そ
の

荒
々
し
く
も
美
し
い
姿
は
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
市
で
は
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
妙
義
山

の
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
写
真
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
だ
け
が
知
っ
て
い
る
自
慢

の
妙
義
山
を
皆
さ
ん
に
も
紹
介
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

○
募
集
内
容

・
市
内
か
ら
撮
影
し
た
妙
義
山
の
風
景
写
真

（
山
の
稜
線
が
ど
こ
か
に
必
ず
写
っ
て
い
る

も
の
）

 

今
ま
で
に
撮
り
た
め
て
い
た
写
真
で
も
応

募
可
能
で
す
が
、
撮
影
時
期
が
古
く
、
現
在

の
様
子
と
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の

は
不
可
と
し
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
写
真

の
技
術
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
が
重
複
し
た
場
合
な
ど
は
、
庁
内
検

討
委
員
会
に
て
写
真
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

・
不
問（
市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
）

・
一
人
何
点
で
も
応
募
可

○
応
募
期
間

・
第
1
回
締
切
　
12
月
27
日（
当
日
消
印
有

効
）募
集
は
来
年
以
降
も
継
続
し
て
行
う
予

定
で
す
。

○
応
募
方
法

・
郵
送
、
持
参
…
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
L
版
程
度
に
プ
リ
ン
ト
し
た

写
真

・
電
子
メ
ー
ル
…
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

入
力
の
う
え
、
画
像
デ
ー
タ（
J
P
E
G
形

式
）と
一
緒
に
メ
ー
ル
に
添
付
。（
応
募
用
紙

と
画
像
に
は
同
じ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
）7
M
B
を
超
え
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
分
割
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
応
募
上
の
注
意

・
応
募
写
真
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
写
真
は
、
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
も
の

で
、
合
成
・
加
工
し
て
い
な
い
も
の
、
使
用

権
が
第
三
者
に
帰
属
し
て
い
な
い
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
な
ど
の
責
任
は
負

い
か
ね
ま
す
。
万
が
一
、
第
三
者
と
紛
争
が

生
じ
た
際
は
応
募
者
の
責
任
と
費
用
負
担
に

よ
っ
て
解
決
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
誰
で
も
自
由
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所

か
ら
の
撮
影
と
し
、
私
有
地
に
無
断
で
入
ら

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
撮

影
す
る
際
は
安
全
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

・
写
真
に
関
す
る
著
作
権
は
安
中
市
に
帰
属

し
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
す
る

ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
も
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
応
募
者
の
名
前
や
住
所
な
ど
、
個
人
情
報

1819

INFORMATION市民 INFORMATION市民

第 43回市民展一般作品募集
　第14回市民フェスティバル（第43回市民展作品展）を次のとおり開催します。皆さまお誘い合わせのうえ、
ご来場ください。
　また、作品募集については下表のとおりです。
期　日▶11月14日（木）～17日（日）午前10時～午後4時（最終日午後3時）
内　容▶造形美術展、美術手工芸展、市民書道展、市民写真展、市民華道展、
　　　　児童生徒作品展（旧安中市地域）、ユネスコ資料展、市民の茶席／おことの体験教室（16日、17日限り） 
会　場▶安中体育館（旧安中高校体育館）
主　催▶安中市市民展実行委員会　
後　援▶安中市教育委員会
問合せ▶□松 生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）
作品募集について

申込み・問合せ先

写真クラブ（佐藤武）
（☎382－0373）

書道協会（上原修陽）
（☎385－4711）

美術手工芸（久保田佐和子）
（☎381－2148）

造形美術協会（大木和久）
（☎385－5100）

内　容

市民写真展

市民書道展

美術手工芸展

造形美術展

　　　　　提　出　日

11/1（金）まで（随時）

11/13（水）　搬入日
午前10時30分～正午

（搬出入の詳細は関係団体の要項に
従ってください）

提　出　先
市内写真（材料）店

□松 生涯学習課
安中市文化センター

安中体育館
（旧安中高校体育館）

※申込書（出品要項）は安中市文化センター・□松 生涯学習課にあります。
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市
の
山
林
の
丸
太
を
使
用
し
た
丸
太
ベ
ン

チ
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ど
を
作
製
し
ま
す
。
作
製
し
た
ベ
ン
チ

は
後
日
、
中
山
道
の
街
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に
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置
し
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す
。
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ベ
ン
チ
で
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な
し
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フ
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あ
ん
な
か
内

日
時
▼
10
月
27
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4

時（
受
付
午
前
9
時
半
〜
）

場
所
▼
安
中
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
▼（
先
着
順
）

・
丸
太
ベ
ン
チ
作
り（
10
脚
）50
人
程
度（
小

学
生
以
下
は
人
数
に
含
み
ま
せ
ん
）

・
丸
太
椅
子
作
り（
持
ち
帰
れ
ま
す
）
30
人

・
コ
ー
ス
タ
ー
作
り（
持
ち
帰
れ
ま
す
）２
０

０
人

自
由
見
学
内
容
▼（
人
数
制
限
な
し
）

・
ロ
グ
ビ
ル
ダ
ー
に
よ
る
参
加
者
へ
の
指
導

見
学

・
大
工
伝
統
技
術（
大
鋸
・
手
斧
・
鉋
）で
の

実
演

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す

問
合
せ
▼
□松 

観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
2
6
2
2
）

「
市
民
の
茶
席
」
参
加
者
募
集

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
西
毛
茶
道

会
の
ご
協
力
の
も
と
、
「
市
民
の
茶
席
」
を

開
催
し
ま
す
。
茶
道
未
経
験
者
の
人
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜

大
日
本
茶
道
学
会

参
加
費
▼
無
料（
先
着
70
人
・
申
込
み
不
要
）

会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
2
階
茶
室

問
合
せ
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
3
8
1

－

0
5
8
6
）

安
中
学
開
催
の
お
知
ら
せ

　
安
中
市
教
育
委
員
会
で
は
、
安
中
市
の
特

性
・
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

昨
年
に
引
き
続
き
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
皆

様
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
第
1
回
　富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群

〜
ぐ
ん
ま
が
育
ん
で
き
た
世
界
遺
産
〜

日
に
ち
▼
11
月
9
日（
土
）

講
師
▼
結
城
雅
則
氏（
富
岡
製
糸
場
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

・
第
2
回
　生
糸
製
造
過
程
の
見
学

日
に
ち
▼
11
月
30
日（
土
）

・
第
3
回
　座
繰
り
に
魅
せ
ら
れ
て

日
に
ち
▼
12
月
1
日（
日
）

講
師
▼
東
宣
江
氏（
上
州
安
中
座
繰
製
糸

所
・
蚕
絲
館
主
宰
）

・
第
4
回
　世
界
遺
産
と
碓
氷
社

日
に
ち
▼
12
月
7
日（
土
）

講
師
▼
松
浦
利
隆
氏（
群
馬
県
立
女
子
大
学

群
馬
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）

※
連
続
講
座
で
す
が
、
講
座
ご
と
の
申
込
み

も
受
付
し
ま
す
。

時
間
▼
第
1
･
3
･
4
回
　
午
後
1
時
30
分

〜
3
時（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

第
2
回
　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分（
予

定
）（
午
後
0
時
45
分
・
1
時
出
発
予
定
）

会
場
▼
第
1
･
3
･
4
回
　
□松 

2
階
　
大
会

議
室

第
2
回
　
碓
氷
製
糸
株
式
会
社
（
□松 

北
側
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場
ま
で
は
係

員
が
送
迎
い
た
し
ま
す
。
申
込
時
に
確
認
し

ま
す
。
）

募
集
定
員
▼
第
1
･
3
･
4
回
　
60
人

第
2
回
　
30
人

参
加
費
▼
無
料

受
付
▼
10
月
1
日（
火
）か
ら
窓
口
・
電
話
で

受
付
開
始
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
内
線
2
2
4
6
）

※
希
望
の
回
・
お
名
前
・
ご
住
所
・
連
絡
先

を
お
伺
い
し
ま
す
。

妙
義
山
眺
望
50
選
の

　
　
　写
真
を
募
集
し
ま
す

　
日
本
三
大
奇
勝
の
一
つ
と
さ
れ
る
妙
義
山

は
、
見
る
場
所
に
よ
っ
て
形
を
変
え
、
そ
の

荒
々
し
く
も
美
し
い
姿
は
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
市
で
は
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
妙
義
山

の
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
写
真
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
だ
け
が
知
っ
て
い
る
自
慢

の
妙
義
山
を
皆
さ
ん
に
も
紹
介
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

○
募
集
内
容

・
市
内
か
ら
撮
影
し
た
妙
義
山
の
風
景
写
真

（
山
の
稜
線
が
ど
こ
か
に
必
ず
写
っ
て
い
る

も
の
）

 

今
ま
で
に
撮
り
た
め
て
い
た
写
真
で
も
応

募
可
能
で
す
が
、
撮
影
時
期
が
古
く
、
現
在

の
様
子
と
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の

は
不
可
と
し
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
写
真

の
技
術
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
が
重
複
し
た
場
合
な
ど
は
、
庁
内
検

討
委
員
会
に
て
写
真
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

・
不
問（
市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
）

・
一
人
何
点
で
も
応
募
可

○
応
募
期
間

・
第
1
回
締
切
　
12
月
27
日（
当
日
消
印
有

効
）募
集
は
来
年
以
降
も
継
続
し
て
行
う
予

定
で
す
。

○
応
募
方
法

・
郵
送
、
持
参
…
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
L
版
程
度
に
プ
リ
ン
ト
し
た

写
真

・
電
子
メ
ー
ル
…
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

入
力
の
う
え
、
画
像
デ
ー
タ（
J
P
E
G
形

式
）と
一
緒
に
メ
ー
ル
に
添
付
。（
応
募
用
紙

と
画
像
に
は
同
じ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
）7
M
B
を
超
え
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
分
割
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
応
募
上
の
注
意

・
応
募
写
真
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
写
真
は
、
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
も
の

で
、
合
成
・
加
工
し
て
い
な
い
も
の
、
使
用

権
が
第
三
者
に
帰
属
し
て
い
な
い
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
な
ど
の
責
任
は
負

い
か
ね
ま
す
。
万
が
一
、
第
三
者
と
紛
争
が

生
じ
た
際
は
応
募
者
の
責
任
と
費
用
負
担
に

よ
っ
て
解
決
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
誰
で
も
自
由
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所

か
ら
の
撮
影
と
し
、
私
有
地
に
無
断
で
入
ら

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
撮

影
す
る
際
は
安
全
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

・
写
真
に
関
す
る
著
作
権
は
安
中
市
に
帰
属

し
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
す
る

ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
も
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
応
募
者
の
名
前
や
住
所
な
ど
、
個
人
情
報

1819

INFORMATION市民 INFORMATION市民

第 43回市民展一般作品募集
　第14回市民フェスティバル（第43回市民展作品展）を次のとおり開催します。皆さまお誘い合わせのうえ、
ご来場ください。
　また、作品募集については下表のとおりです。
期　日▶11月14日（木）～17日（日）午前10時～午後4時（最終日午後3時）
内　容▶造形美術展、美術手工芸展、市民書道展、市民写真展、市民華道展、
　　　　児童生徒作品展（旧安中市地域）、ユネスコ資料展、市民の茶席／おことの体験教室（16日、17日限り） 
会　場▶安中体育館（旧安中高校体育館）
主　催▶安中市市民展実行委員会　
後　援▶安中市教育委員会
問合せ▶□松 生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）
作品募集について

申込み・問合せ先

写真クラブ（佐藤武）
（☎382－0373）

書道協会（上原修陽）
（☎385－4711）

美術手工芸（久保田佐和子）
（☎381－2148）

造形美術協会（大木和久）
（☎385－5100）

内　容

市民写真展

市民書道展

美術手工芸展

造形美術展

　　　　　提　出　日

11/1（金）まで（随時）

11/13（水）　搬入日
午前10時30分～正午

（搬出入の詳細は関係団体の要項に
従ってください）

提　出　先
市内写真（材料）店

□松 生涯学習課
安中市文化センター

安中体育館
（旧安中高校体育館）

※申込書（出品要項）は安中市文化センター・□松 生涯学習課にあります。
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対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

内
容
▼
栄
養
士
に
よ
る
健
康
講
話
、
安
中
元

気
い
き
い
き
体
操

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

申
込
み
期
間
▼
10
月
8
日（
火
）午
前
9
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
2
1
5
6
・
2
1
5
7
）

『
肩
こ
り
解
消
！
百
歳
体
操
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　多
く
の
日
本
人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
肩
こ

り
。
そ
ん
な
つ
ら
い
肩
こ
り
を
予
防
・
解
消

す
る
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
柔
道
整

復
師
の
先
生
が
、
み
な
さ
ん
に
直
接
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
▼
11
月
15
日（
金
）午
後
1
時
〜
2
時
30

分場
所
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
い
き
い
き
長

寿
セ
ン
タ
ー
）大
広
間

内
容
▼
柔
道
整
復
師
会
の
先
生
に
よ
る
運
動

指
導

参
加
費
▼
無
料

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物
▼
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み
期
間
▼
10
月
9
日（
水
）午
前
9
時
〜

11
月
13
日（
水
）ま
で
お
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
2
1
5
6
・
2
1
5
7
）

県
営
住
宅
10
月
定
期
募
集
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
案
内

入
居
可
能
日
▼
令
和
2
年
1
月
1
日（
水
・

祝
）

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
単
身
で
の
申
込

み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
そ
の
他
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.gunm

a-

jkk.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
間
▼
10
月
1
日（
火
）〜
18
日（
金
）

申
込
み
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁
県
民
生

活
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の

み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
。
）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま

す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
0
2
7

－

2
2
3

－

5
8
1
1
）

（
F
A
X
0
2
7

－

2
2
3

－

9
8
0
8
）

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
マ
ザ
ー
ズ
セ

ミ
ナ
ー
in
安
中

「
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
女
性
の
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
・
マ
ネ
ー

プ
ラ
ン

〜
専
門
家
か
ら
学
ぶ
『
私
ら
し

い
』
賢
い
働
き
方
〜
」

　専
門
家
を
講
師
に
迎
え
、
税
金
・
保
険
・

年
金
な
ど
、
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
知

識
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　自
分
ら
し
い
賢
い
働
き
方
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

●
子
供
の
教
育
資
金
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
？

●
社
会
保
険
に
入
る
と
損
得
ど
っ
ち
？

●
扶
養
の
範
囲
内
の
働
き
方
っ
て
？

●
年
金
っ
て
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

　参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
▼
11
月
8
日（
金
）午
前
11
時
〜
午
後
0

時
30
分

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
プ
チ
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

場
所
▼
□本 

第
3
0
5
会
議
室

対
象
▼
就
職
を
希
望
す
る
女
性（
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
な
ど
に
よ
る
離
職
か
ら
再
就
職

を
希
望
す
る
女
性
、
産
休
・
育
児
休
暇
中
で

職
場
復
帰
を
控
え
て
い
る
女
性
な
ど
）

定
員
▼
10
人（
先
着
順
）

託
児
▼
10
人（
先
着
順
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

参
加
料
▼
無
料（
託
児
も
無
料
で
す
）

持
参
物
▼
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、
電
卓

申
込
み
期
間
▼
10
月
10
日（
木
）〜
11
月
1
日

（
金
）ま
で

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

地
域
創
造
課（
☎
内
線
2
6
2
1
）

※
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の
有
無
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ま
の
お

名
前
、
性
別
、
年
齢
も
必
要
で
す
。

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
脳
の

　
　
　
　
　
　
　若
返
り
教
室
」

　タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
み
ん
な

で
、
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
脳
若
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
ま
せ
ん
か
。
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

あ
ま
り
使
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
」
と
心
配

な
人
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
補
助
し
ま

す
。
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
全
日
程
参
加
で
き
る
人
優
先
。
全
日
程
は

参
加
で
き
な
い
人
も
申
込
み
可
能
で
す
。

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
の
み
を
教
え
る
講

座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
程
▼
11
月
1
日（
金
）、
8
日（
金
）、
25
日

（
月
）、
12
月
6
日（
金
）、
13
日（
金
）

時
間
▼
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

場
所
▼
□本 

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

申
込
み
期
間
▼
10
月
7
日（
月
）午
前
9
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
1
1
8
9
・
1
1
9
3
）

一
般
介
護
予
防
教
室

「
食
生
活
を
見
直
し
て
フ
レ
イ
ル

予
防
！
」

　フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
常
な
状
態
と
要
介
護

状
態
の
中
間
の
状
態
で
す
。
今
回
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
る
た
め
の
フ
レ
イ
ル
対
策
に

つ
い
て
、
栄
養
士
に
よ
る
健
康
講
話
を
行
い

ま
す
。
同
時
に
「
安
中
元
気
い
き
い
き
体

操
」
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
　
　

日
時
▼
11
月
5
日（
火
）午
後
1
時
30
分
〜
3

時場
所
▼
□本 

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

2021

INFORMATION市民 INFORMATION市民

　秋晴れがすがすがしい季節となりました。
　今月の手話で伝えようは、【朝】と【あいさつ】です。

解説
握った手をこめかみに当てて、下におろす。

解説
人差し指を立てて向かい合わせて、指を折り曲げる。
※【朝】と【あいさつ】と順に表すと【おはよう】という

単語になります。

手話で伝えよう   Vol.10

【あいさつ】

【朝】

（原市小学校長　飯沼　良夫）

【講　師】
ファイナンシャル・プランナー

高橋　瑞枝　さん

健 

康 

通 

信

○
集
団
検
診
は
10
月
7
日（
月
）ま
で
、

特
定
・
後
期
高
齢
者
健
診
と
同
時
に
実

施
し
ま
す
。

○
集
団
検
診
用
の
大
腸
が
ん
検
診
容
器

は
10
月
4
日（
金
）ま
で
、
□本 

健
康
づ
く

り
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で

配
布
し
ま
す（
平
日
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
）。『
検
診
の
し
お
り
』

ま
た
は
「
受
診
シ
ー
ル
」
に
同
封
し
た

A
3
青
色
の
集
団
検
診
の
表
で
日
程
を

ご
確
認
の
う
え
、
余
裕
を
も
っ
て
お
受

取
り
く
だ
さ
い
。

○
個
別
検
診
に
つ
い
て
は
、
市
内
医
療

機
関
に
て
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。
希

望
す
る
検
診
に
つ
い
て
、
集
団
検
診
ま

た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

　市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
や
ご
意
見
な
ど

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

内
容
▼
栄
養
士
に
よ
る
健
康
講
話
、
安
中
元

気
い
き
い
き
体
操

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

申
込
み
期
間
▼
10
月
8
日（
火
）午
前
9
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
2
1
5
6
・
2
1
5
7
）

『
肩
こ
り
解
消
！
百
歳
体
操
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　多
く
の
日
本
人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
肩
こ

り
。
そ
ん
な
つ
ら
い
肩
こ
り
を
予
防
・
解
消

す
る
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
柔
道
整

復
師
の
先
生
が
、
み
な
さ
ん
に
直
接
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
▼
11
月
15
日（
金
）午
後
1
時
〜
2
時
30

分場
所
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
い
き
い
き
長

寿
セ
ン
タ
ー
）大
広
間

内
容
▼
柔
道
整
復
師
会
の
先
生
に
よ
る
運
動

指
導

参
加
費
▼
無
料

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物
▼
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み
期
間
▼
10
月
9
日（
水
）午
前
9
時
〜

11
月
13
日（
水
）ま
で
お
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
2
1
5
6
・
2
1
5
7
）

県
営
住
宅
10
月
定
期
募
集
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
案
内

入
居
可
能
日
▼
令
和
2
年
1
月
1
日（
水
・

祝
）

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
単
身
で
の
申
込

み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
そ
の
他
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.gunm

a-

jkk.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
間
▼
10
月
1
日（
火
）〜
18
日（
金
）

申
込
み
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁
県
民
生

活
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の

み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
。
）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま

す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
0
2
7

－

2
2
3

－

5
8
1
1
）

（
F
A
X
0
2
7

－

2
2
3

－

9
8
0
8
）

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
マ
ザ
ー
ズ
セ

ミ
ナ
ー
in
安
中

「
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
女
性
の
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
・
マ
ネ
ー

プ
ラ
ン

〜
専
門
家
か
ら
学
ぶ
『
私
ら
し

い
』
賢
い
働
き
方
〜
」

　専
門
家
を
講
師
に
迎
え
、
税
金
・
保
険
・

年
金
な
ど
、
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
知

識
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　自
分
ら
し
い
賢
い
働
き
方
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

●
子
供
の
教
育
資
金
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
？

●
社
会
保
険
に
入
る
と
損
得
ど
っ
ち
？

●
扶
養
の
範
囲
内
の
働
き
方
っ
て
？

●
年
金
っ
て
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

　参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
▼
11
月
8
日（
金
）午
前
11
時
〜
午
後
0

時
30
分

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
プ
チ
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

場
所
▼
□本 

第
3
0
5
会
議
室

対
象
▼
就
職
を
希
望
す
る
女
性（
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
な
ど
に
よ
る
離
職
か
ら
再
就
職

を
希
望
す
る
女
性
、
産
休
・
育
児
休
暇
中
で

職
場
復
帰
を
控
え
て
い
る
女
性
な
ど
）

定
員
▼
10
人（
先
着
順
）

託
児
▼
10
人（
先
着
順
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

参
加
料
▼
無
料（
託
児
も
無
料
で
す
）

持
参
物
▼
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、
電
卓

申
込
み
期
間
▼
10
月
10
日（
木
）〜
11
月
1
日

（
金
）ま
で

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

地
域
創
造
課（
☎
内
線
2
6
2
1
）

※
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の
有
無
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ま
の
お

名
前
、
性
別
、
年
齢
も
必
要
で
す
。

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
脳
の

　
　
　
　
　
　
　若
返
り
教
室
」

　タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
み
ん
な

で
、
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
脳
若
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
ま
せ
ん
か
。
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

あ
ま
り
使
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
」
と
心
配

な
人
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
補
助
し
ま

す
。
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
全
日
程
参
加
で
き
る
人
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先
。
全
日
程
は

参
加
で
き
な
い
人
も
申
込
み
可
能
で
す
。

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
の
み
を
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え
る
講

座
で
は
あ
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ま
せ
ん
。

日
程
▼
11
月
1
日（
金
）、
8
日（
金
）、
25
日

（
月
）、
12
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6
日（
金
）、
13
日（
金
）

時
間
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後
1
時
30
分
〜
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後
3
時
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所
▼
□本 

安
中
市
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セ
ン
タ
ー

定
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20
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着
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期
間
▼
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月
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月
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前
9
時
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・
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課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
1
1
8
9
・
1
1
9
3
）

一
般
介
護
予
防
教
室

「
食
生
活
を
見
直
し
て
フ
レ
イ
ル

予
防
！
」

　フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
常
な
状
態
と
要
介
護

状
態
の
中
間
の
状
態
で
す
。
今
回
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
る
た
め
の
フ
レ
イ
ル
対
策
に

つ
い
て
、
栄
養
士
に
よ
る
健
康
講
話
を
行
い

ま
す
。
同
時
に
「
安
中
元
気
い
き
い
き
体

操
」
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
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11
月
5
日（
火
）午
後
1
時
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分
〜
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検
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は
10
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日（
月
）ま
で
、

特
定
・
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期
高
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者
健
診
と
同
時
に
実
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し
ま
す
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○
集
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用
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大
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ん
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は
10
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で
、
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健
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り
課
ま
た
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民
福
祉
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の
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口
で
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し
ま
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平
日
午
前
8
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30
分
〜
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後
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分
）。『
検
診
の
し
お
り
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ま
た
は
「
受
診
シ
ー
ル
」
に
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た

A
3
青
色
の
集
団
検
診
の
表
で
日
程
を

ご
確
認
の
う
え
、
余
裕
を
も
っ
て
お
受

取
り
く
だ
さ
い
。

○
個
別
検
診
に
つ
い
て
は
、
市
内
医
療

機
関
に
て
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。
希

望
す
る
検
診
に
つ
い
て
、
集
団
検
診
ま

た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

　市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
や
ご
意
見
な
ど

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す



2223 2019年10月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

相 談 案 内 １０月１日 ▼１１月１５日

恵みの湯 10/1・15　11/5
峠の湯 10/8・23 
鉄道文化むら 10/1・8・15・23・29
文化センター（※は図書館のみ休館です）
10/1・8・15・16・23・29・31※　11/5・6・12
文化会館　 10/7・15・21・28・31　11/5・11
碓氷川熱帯植物園 10/1・8・15・23・29　11/5・12

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
10/7・15・21・23・28※　11/5・6・11※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
10/1・8・15・16・23・29・30※・31※
11/1※・5・6・12
いきいき長寿センター
10/7・14・15・21・23・28　11/4・5・11

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● 家庭教育カウンセリング初級講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● おもしろ科学教室
　「木登りテントウムシを作ろう」
　文化センター　9:30～12:00

行事カレンダー １０月１日 ▼１１月１５日

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　  10/3・17　11/7　9 時～11 時 30 分
□松   10/7　11/11　13 時 30 分～16 時

□本　　  10/4・18・24※  13 時～16 時  ※13 時～15 時
　   11/1・15
□松   10/1　13 時～16 時

□本　　  10/17　13 時 30 分～15 時 30 分
□松   10/18　11/15　13 時 30 分～15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）
要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 10/1　11/5　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 10/1・15　11/5　13 時 30 分～16 時

□本　　  10/8　11/7　13 時～16 時
□松   10/21　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

労働相談

無料税務相談

（10月1日～11月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

10　　月 11　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18
21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18

21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8
15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8

15・26・5
11・25・18
21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3
13・12・7
16・22・8
14・26・5
15・25・18
11・20・19
21・2・23
24・9・6
10・1・3
17・12・7

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

消費生活センター（☎382－2228）消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時消費生活相談

行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 防災ふれあいフェスティバル
　安中消防署　11:00～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 人権と平和を考える講座（④/⑤）
　松井田文化会館小ホール
　13:30～15:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 松井田地区小学生マーチングパレード
　松井田商店街　14:15～15:05
● さわやかな気持ちの伝え方
　～アサーション・トレーニング～
　文化センター　13:30～15:30
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 碓氷峠ラン 184
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい前期①
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 手作り酵素体験教室
　くつろぎの郷　10:00～
● 草木染め体験教室
　くつろぎの郷　13:30～
● 安中市戦没者追悼式
　文化センター　10:00～
● 市民の茶席
　文化センター　10:00～
● 市民ときめきスクール　ウォーキングで
　地元を知ろう　安中榛名駅　9:30～

日

1
2
3

4
5

6
7
8
9

10

11
12

13
14
15
16
17

18
19

日
20

21
22
23
24

25

26

27

28
29

30

31

曜日
日

月
火・祝
水
木

金

土

日

月
火

水

木

行　　事　　名
● 安中市消防隊秋季点検
　西毛総合運動公園野球場東側広場
　8:30～
● 災害時通訳ボランティア養成講座①
　□本 303 会議室　13:00～16:30
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい前期②
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 積み木で○○つくろう
　文化センターホワイエ
　9:30～11:30、13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 第 11 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～
● 安中市小中学校音楽発表会
　文化センター　9:00～12:10
● 松井田東中学校
　校内合唱コンクール
　文化会館　14:00～15:40
● 旧中山道ウォーキング①
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい後期①
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 国指定重要文化財　丸山変電所内
　部公開 (～28 日 )､10:00～15:00
● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14:00～15:00
● フリーマーケット in あんなか
　（ベンチ作り）
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい後期②
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 市民フェスティバル
　芸能協会発表大会
　文化センター　13:00～16:00

● 人権と平和を考える講座（⑤/⑤）
　松井田文化会館小ホール
　13:30～15:00
● 安中市交通安全母の会研修会
　文化センター　9:30～11:45
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

曜日

金

土

日

月・振
火
水
木

金
土

日

月
火
水

木

金

日

1

2

3

4
5
6
7

8
9

10

11
12
13

14

15

行　　事　　名

● 人権映画［わが母の記］（118 分）
　松井田文化会館　13:30～
● 積み木で○○つくろう
　松井田文化会館小ホール
　9:30～11:30、13:30～15:30
● ふるさと学習館企画展「関口コオ」
　(～2/3)､学習の森　9:00～17:00
● 国指定重要文化財　丸山変電所内
　部公開 (～４日 )､10:00～15:00
● 第 29 回童謡フェスティバル
　文化センター　13:30～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 旧中山道ウォーキング②
● 安中学（①/④）
　□松 2 階大会議室　13:30～15:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 災害時通訳ボランティア養成講座②
　□本 303 会議室　10:30～16:00
● 外国人住民のための防災訓練
　□本 305 会議室　12:00～15:45
● チャリティー歌謡祭
　文化センター　10:00～18:00

● 安中市私立幼稚園・認定こども園
　主催　合同親子観劇会
　文化センター　10:10～11:40
● 市民フェスティバル市民展①
　安中体育館　10:00～16:00
● 市民フェスティバル市民展②
　安中体育館　10:00～16:00

10 月 11 月
曜日

火
水
木

金
土

日
月
火
水

木

金
土

日
月・祝
火
水
木

金
土

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１
日は県民交通安全日です。



2223 2019年10月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

相 談 案 内 １０月１日 ▼１１月１５日

恵みの湯 10/1・15　11/5
峠の湯 10/8・23 
鉄道文化むら 10/1・8・15・23・29
文化センター（※は図書館のみ休館です）
10/1・8・15・16・23・29・31※　11/5・6・12
文化会館　 10/7・15・21・28・31　11/5・11
碓氷川熱帯植物園 10/1・8・15・23・29　11/5・12

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
10/7・15・21・23・28※　11/5・6・11※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
10/1・8・15・16・23・29・30※・31※
11/1※・5・6・12
いきいき長寿センター
10/7・14・15・21・23・28　11/4・5・11

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● 家庭教育カウンセリング初級講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● おもしろ科学教室
　「木登りテントウムシを作ろう」
　文化センター　9:30～12:00

行事カレンダー １０月１日 ▼１１月１５日

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　  10/3・17　11/7　9 時～11 時 30 分
□松   10/7　11/11　13 時 30 分～16 時

□本　　  10/4・18・24※  13 時～16 時  ※13 時～15 時
　   11/1・15
□松   10/1　13 時～16 時

□本　　  10/17　13 時 30 分～15 時 30 分
□松   10/18　11/15　13 時 30 分～15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）
要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 10/1　11/5　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 10/1・15　11/5　13 時 30 分～16 時

□本　　  10/8　11/7　13 時～16 時
□松   10/21　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

労働相談

無料税務相談

（10月1日～11月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

10　　月 11　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18
21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18

21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8
15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8

15・26・5
11・25・18
21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3
13・12・7
16・22・8
14・26・5
15・25・18
11・20・19
21・2・23
24・9・6
10・1・3
17・12・7

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

消費生活センター（☎382－2228）消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時消費生活相談

行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 防災ふれあいフェスティバル
　安中消防署　11:00～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 人権と平和を考える講座（④/⑤）
　松井田文化会館小ホール
　13:30～15:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 松井田地区小学生マーチングパレード
　松井田商店街　14:15～15:05
● さわやかな気持ちの伝え方
　～アサーション・トレーニング～
　文化センター　13:30～15:30
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 碓氷峠ラン 184
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい前期①
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 手作り酵素体験教室
　くつろぎの郷　10:00～
● 草木染め体験教室
　くつろぎの郷　13:30～
● 安中市戦没者追悼式
　文化センター　10:00～
● 市民の茶席
　文化センター　10:00～
● 市民ときめきスクール　ウォーキングで
　地元を知ろう　安中榛名駅　9:30～

日

1
2
3

4
5

6
7
8
9

10

11
12

13
14
15
16
17

18
19

日
20

21
22
23
24

25

26

27

28
29

30

31

曜日
日

月
火・祝
水
木

金

土

日

月
火

水

木

行　　事　　名
● 安中市消防隊秋季点検
　西毛総合運動公園野球場東側広場
　8:30～
● 災害時通訳ボランティア養成講座①
　□本 303 会議室　13:00～16:30
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい前期②
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 積み木で○○つくろう
　文化センターホワイエ
　9:30～11:30、13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 第 11 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～
● 安中市小中学校音楽発表会
　文化センター　9:00～12:10
● 松井田東中学校
　校内合唱コンクール
　文化会館　14:00～15:40
● 旧中山道ウォーキング①
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい後期①
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 国指定重要文化財　丸山変電所内
　部公開 (～28 日 )､10:00～15:00
● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14:00～15:00
● フリーマーケット in あんなか
　（ベンチ作り）
● 市民フェスティバル
　碓氷のつどい後期②
　松井田文化会館　9:00～16:00
● 市民フェスティバル
　芸能協会発表大会
　文化センター　13:00～16:00

● 人権と平和を考える講座（⑤/⑤）
　松井田文化会館小ホール
　13:30～15:00
● 安中市交通安全母の会研修会
　文化センター　9:30～11:45
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

曜日

金

土

日

月・振
火
水
木

金
土

日

月
火
水

木

金

日

1

2

3

4
5
6
7

8
9

10

11
12
13

14

15

行　　事　　名

● 人権映画［わが母の記］（118 分）
　松井田文化会館　13:30～
● 積み木で○○つくろう
　松井田文化会館小ホール
　9:30～11:30、13:30～15:30
● ふるさと学習館企画展「関口コオ」
　(～2/3)､学習の森　9:00～17:00
● 国指定重要文化財　丸山変電所内
　部公開 (～４日 )､10:00～15:00
● 第 29 回童謡フェスティバル
　文化センター　13:30～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 旧中山道ウォーキング②
● 安中学（①/④）
　□松 2 階大会議室　13:30～15:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 災害時通訳ボランティア養成講座②
　□本 303 会議室　10:30～16:00
● 外国人住民のための防災訓練
　□本 305 会議室　12:00～15:45
● チャリティー歌謡祭
　文化センター　10:00～18:00

● 安中市私立幼稚園・認定こども園
　主催　合同親子観劇会
　文化センター　10:10～11:40
● 市民フェスティバル市民展①
　安中体育館　10:00～16:00
● 市民フェスティバル市民展②
　安中体育館　10:00～16:00

10 月 11 月
曜日

火
水
木

金
土

日
月
火
水

木

金
土

日
月・祝
火
水
木

金
土

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１
日は県民交通安全日です。



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City
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で
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成
年
後
見
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時
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時
30
分
〜
3
時
30
分

安
中
市
松
井
田
文
化
会
館

　大
ホ
ー
ル

（
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市
松
井
田
町
新
堀
5
3
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午
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成
年
後
見
制
度
と
は
？

　認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
に
対
し
、
後
見

人
な
ど
が
ご
本
人
の
代
わ
り
に
財
産
を
保
護
・
管
理
し
た
り
、
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
に

関
す
る
契
約
締
結
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
支
援
す
る
制
度
で
す
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　講
師
に
は
、
安
中
市
で
生
ま
れ
た
落
語
家 

桂

　ひ
な
太
郎
氏 

を
迎
え
、
成
年
後
見
落
語
『
後

見
爺
さ
ん
』
の
口
演
と
、
座
談
会
を
行
い
ま
す
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こ
の
機
会
に
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
一
緒
に

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
1
日（
火
）〜
23
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水
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で
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月
7
日（
木
）

入場無料
落
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な
太
郎
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）
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